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▶
京
丹
後
市
の
外
国
人
宿
泊
客
数
は
、
過

去
６
年
平
均
で
、
宮
津
市
の
約
８
分
の
１
、

京
都
市
の
９
２
０
分
の
１
と
な
っ
て
い
る

日 本
初開催

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
観
光
連
盟
総
会
を
誘
致

　
去
る
10
月
25
日
（
火
）
か
ら
の
４
日
間
、

Ａア

セ

ア

ン

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
観
光
連
盟
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
Ｔ

Ａ
）の
関
係
者
25
人（
６
カ
国
）が
来
丹
し
、

日
本
で
初
め
て
と
な
る
総
会
が
ア
ミ
テ
ィ

丹
後
（
網
野
町
）
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
総
会
は
、
市
観
光
協
会
（
福
山
勝
久

会
長
）
が
外
国
人
観
光
客
を
誘
致
す
る
取

り
組
み
の
ひ
と
つ
と
し
て
誘
致
し
た
も
の
で
、

観
光
庁
、
近
畿
運
輸
局
の
職
員
ら
も
参
加
し

ま
し
た
。

　

総
会
の
冒
頭
で
、
ア
セ
ア
ン
観
光
連
盟

の
ヴ
ィ
ル
ヤ
ン
テ
ィ
・
ス
カ
ム
ダ
ー
ニ
会

長
は
「
日
本
と
ア
セ
ア
ン
の
観
光
に
携
わ

る
専
門
家
が
一
堂
に
会
し
て
議
論
す
る
こ

と
は
、
関
係
国
が
成
長
す
る
大
き
な
可
能

性
を
引
き
出
す
こ
と
に
つ
な
が
る
。
こ
こ

京
丹
後
で
は
、
す
ば
ら
し
い
空
気
と
、
温

か
い
、
昔
な
が
ら
の
お
も
て
な
し
を
受
け
、

　
京
丹
後
市
に
は
近
年
、
年
間
５
０
０
人
か
ら
１
４
０
０
人
ほ
ど
の

外
国
人
が
訪
れ
て
い
る
。
日
本
で
は
、
国
内
旅
行
が
落
ち
込
み
つ
つ

あ
る
が
、
世
界
、
特
に
ア
ジ
ア
に
お
い
て
は
観
光
市
場
が
急
成
長
し
、

国
外
旅
行
が
増
え
て
い
る
。
市
内
で
は
、
10
月
26
日
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

観
光
連
盟
の
総
会
が
催
さ
れ
た
こ
と
を
は
じ
め
、
外
国
人
観
光
客
の

誘
致
を
進
め
る
動
き
が
盛
ん
に
な
っ
て
き
た
。
今
回
は
、
外
国
人
観

光
客
を
呼
び
込
む
に
当
た
っ
て
ど
ん
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る

の
か
、
ど
ん
な
思
い
で
行
っ
て
い
る
の
か
、
探
っ
て
み
た
。

と
て
も
感
激
し
て
い
る
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

７
時
間
に
及
ぶ
会
議
で
は
、
日
本
を
含

め
た
ア
ジ
ア
圏
の
観
光
戦
略
に
つ
い
て
活

発
な
意
見
が
交
換
さ
れ
た
ほ
か
、「
ア
セ
ア

ン
観
光
連
盟
と
京
丹
後
市
観
光
協
会
が
、

協
力
、
連
携
し
て
互
い
の
地
域
に
旅
行
客

を
誘
致
す
る
こ
と
」
な
ど
を
目
標
に
し
た

〝
共
同
宣
言
”
も
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
日
程
の
ほ
か
、
一
行
は
、
網
野
南

小
学
校
や
網
野
高
校
、
丹
後
織
物
工
業
組

合
、
㈱
日
進
製
作
所
な
ど
を
視
察
。
ア
セ

ア
ン
参
加
者
と
日
本
側
参
加
企
業
と
の
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

外
国
人
観
光
客
の
誘
致

目
標
は
年
５
０
０
０
人

　　
市
総
合
計
画
（
後
期
基
本
計
画
）
で
は
、

平
成
26
年
の
外
国
人
観
光
客
の
誘
致
目
標

を
年
間
５
０
０
０
人
と
設
定
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
22
年
の
京
丹
後
市
の
外
国
人
宿
泊
客

数
は
、
１
３
１
７
人
（
表
①
・
京
都
府
観
光

丹後に外国人を呼び込む。

６
カ
国
25
人
の
関
係
者
が
意
見
交
換

あいさつするスカムダーニ会長（インドネシア）

　加盟国はフィリピン、マレー
シア、シンガポール、タイ、ブ
ルネイ、カンボジア、インドネ
シア、ラオス、ミャンマー、ベ
トナムの10カ国。近年、急
速に経済発展している地域。
日本は、中国、韓国とともに「Ａ
ＳＥＡＮプラス３（カ国）」とし
て首脳会議に参画するなど、
友好関係にある。

ＡＳＥＡＮ
（東南アジア諸国連合）

ア　セ　ア　ン

特集

京丹後市 宮津市 京都市

笠
かさ

井
い

 小
さ

百
ゆ

合
り

さん（峰山町杉谷）

プロフィール
昭和62年3月生まれの24歳。峰山高
校卒業後、大阪府内の短期大学で情報
処理を学んだ。卒業と同時に帰郷し、２年
前から峰山自動車学校に勤務。大学で取
得した上級情報処理士の資格を生かして、
教習生の受付事務などを担当している。
◆京丹後市のおすすめスポットは？

◆広報紙について一言

◆趣味は？

　久美浜町のかぶと山です（表紙写真）。海や山、
きれいな建物を見ながら散策できるのでおすすめ
です。ぜひ行ってみてください。

　カメラです。撮るのも撮られるのも面白いですね。
いつも、バッグにカメラを入れています。気が付いた
ら「1日に 300 枚撮ってた」なんてこともあります。

　「生命の絆」のコーナーを、いつも楽しみにし
ています。赤ちゃんの写真を見ると何だかうれし
くなりますね。私は風景写真も好きなので、広報
紙で、市内の景色を写真で紹介してほしいです。
表紙企画「　　　　　」に登場していただけるかたを募集していま
す。ご希望のかたは、広報係（☎ 69-0110）までご連絡ください。
自薦他薦を問いません。
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国 / 年 2003年 2009年 2010 年

総数 5,211,725 6,789,658 8,611,175
韓国 1,459,333 1,586,772 2,439,816
中国 448,782 1,006,085 1,412,875
台湾 785,379 1,024,292 1,268,278
香港 260,214 449,568 508,691
タイ 80,022 177,541 214,881
シンガポール 76,896 145,224 180,960
オーストラリア 172,134 211,659 225,751
アメリカ 655,821 699,919 727,234
カナダ 126,065 152,756 153,303
イギリス 200,543 181,460 184,045
フランス 85,179 141,251 151,011
ドイツ 93,571 110,692 124,360
マレーシア 65,369 89,509 114,519
インド 47,520 58,918 66,819
ロシア 44,512 46,952 51,457
その他 610,385 707,060 787,175

上海市

京丹後市
安徽省
亳州市

中国

▶タイの旅行雑誌。「京都北部
にはまだ知られていない美しい
場所がある。京都の違う魅力を
あじわってみませんか」として京
丹後市を紹介。タイで有名な浦
島伝説や静御前の逸話のほか、
市内の旅館やアミティ丹後を紹
介している。

▼共同宣言文書を交換し、握手を交わす
瀋（シン）市長（右）と中山市長

▲高雄市の国際旅展で「きょうたんご」の文字が入ったはっぴを着て、京丹後
へのツアーをＰＲする現地旅行業者。同イベントは年に一度開催され、業者、
一般人ら約10万人が訪れるといわれており、旅行商品の即売も行われる。

フ
ラ
ン
ス
や
ス
ペ
イ
ン

は
母
国
の
人
口
よ

り
も
、
年
間
の
外
国
人
観

光
客
数
の
方
が
多
い
ん
で

す
。
外
国
人
観
光
客
数
世
界

ト
ッ
プ
の
フ
ラ
ン
ス
は
、
人

口
６
５
０
０
万
人
に
対
し

て
、
年
間
７
４
０
０
万
人
余

り
の
外
国
人
が
訪
れ
ま
す

（
２
０
０
９
年
・
観
光
庁
調

べ
）。
日
本
は
、
過
去
最
高
と

は
い
え
フ
ラ
ン
ス
の
約
10
分

の
１
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
外
国
人
観
光
客
は
、
旅
行
先
で
普
段
の

生
活
の
７
倍
の
お
金
を
消
費
す
る
と
聞
き
ま

す
。
フ
ラ
ン
ス
の
よ
う
に
、
外
国
人
７
千
万

人
が
普
段
の
７
倍
の
消
費
を
す
れ
ば
、
国
内

経
済
が
ど
う
な
る
か
は
明
白
で
す
ね
。

　
世
界
的
な
視
野
で
観
光
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
見

る
と
、
外
国
人
の
観
光
客
誘
致
が
ど
れ
だ
け

の
効
果
を
生
む
の
か
よ
く
分
か
り
ま
す
。

　

観
光
協
会
で
は
、
今
年
５
月
、
台
湾
の

高
雄
市
で
開
催
さ
れ

た
「
高
雄
市
国
際
旅

展
２
０
１
１
」
で
京

丹
後
市
の
ブ
ー
ス
を

設
け
て
Ｐ
Ｒ
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
６

月
に
台
湾
か
ら
31
人

が
来
丹
。
こ
れ
を
機

に
、
11
月
に
は
30
人

と
18
人
の
団
体
も
来

丹
し
ま
し
た
。
数
は

ま
だ
少
な
い
で
す
が
、

こ
の
79
人
が
京
丹
後
に
魅
力
を
感
じ
て
、
母

国
で
丹
後
の
発
信
源
と
な
れ
ば
、
着
実
に
来

丹
者
数
は
増
え
て
い
き
ま
す
。

　
ア
セ
ア
ン
で
世
界
と
つ
な
が
っ
た

ア
セ
ア
ン
観
光
連
盟
の
総
会
は
、
東

日
本
大
震
災
の
影
響
で
観
光
が
落

ち
込
む
中
、
京
丹
後
市
を
は
じ
め
京
都
府
や

国
の
刺
激
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
誘
致
に
乗
り

出
し
ま
し
た
。

　
ア
セ
ア
ン
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
京
丹

後
が
世
界
に
つ
な
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
ア
セ
ア
ン
関
係
者
に
昼
食
を
提
供
し
た

野の

蒜び
る

の
会
（
丹
後
の
食
材
を
研
究
す
る
若

手
料
理
人
の
会
・
メ
ン
バ
ー
６
人
）
は
、
料

理
で
心
を
つ
か
み
ま
し
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
航

空
か
ら
「
京
丹
後
市
の
食
材
を
使
っ
た
機
内

食
の
メ
ニ
ュ
ー
を
提
案
し
て
ほ
し
い
」
と
の

依
頼
を
受
け
、
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
冬
に
雪
が
降
ら
な
い
ア
セ
ア
ン
各

地
の
観
光
業
者
は
、
雪
に
大
き
な
興
味
や

関
心
を
持
っ
て
い
ま
す
。「
ス
イ
ス
村
ス
キ
ー

場
（
弥
栄
町
）
に
観
光
客
を
送
り
込
み
た

い
」
と
の
話
が
浮
上
し
、
早
け
れ
ば
今
冬
か

ら
旅
行
商
品
が
作
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
さ
ら
に
は
、「
コ
メ
が
お
い
し
い
」
と
好

評
で
、
京
丹
後
産
の
コ
メ
を
輸
入
し
た
い
と

希
望
す
る
外
国
の
業
者
も
い
ま
す
。

　
京
丹
後
市
が
観
光
立
市
に
な
る
た
め
に

は
、
他
の
産
業
と
連
携
し
て
、
人
と
モ
ノ
、

技
術
を
交
流
さ
せ
る
の
が
近
道
で
す
。
農
業

や
サ
ー
ビ
ス
業
の
交
流
が
観
光
業
を
発
展

さ
せ
、
さ
ら
に
他
の
産
業
を
活
性
化
さ
せ
る

と
い
う
循
環
を
生
み
出
し
ま
す
。

※
ブ
ロ
ガ
ー　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
て
、
自
分
の
日
記
な
ど
を
公
開
す
る

人
。
人
気
ブ
ロ
ガ
ー
の
日
記
は
、
多
く
の

人
が
閲
覧
す
る
た
め
、
影
響
力
が
強
い
。

入
込
客
調
査
報
告
か
ら
）。
過
去
５
年
間
で

は
５
６
４
人
～
１
３
８
２
人
の
間
で
推
移
し

て
い
ま
す
。
京
都
市
は
も
ち
ろ
ん
、
隣
の
宮

津
市
に
比
べ
て
も
、
そ
の
数
は
ま
だ
ま
だ
少

数
で
す
（
前
ペ
ー
ジ
の
表
①
）。

中
国
か
ら
の
観
光
客
は
７
年
で
３
倍

　
日
本
政
府
観
光
局
の
発
表
に
よ
る
と
、
昨

年
１
年
間
に
来
日
し
た
外
国
人
観
光
客
数

は
、
過
去
最
高
の
８
６
１
万
人
。
国
別
に
見

る
と
、中
国
、タ
イ
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、マ
レ
ー

シ
ア
か
ら
の
訪
日
者
数
が
、
そ
れ
ぞ
れ
過
去

最
高
を
更
新
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
２
０
０
３
年
（
８
年
前
）

に
比
べ
て
昨
年
の
旅
行
者
数
は
中
国
が

３・１
倍
、
タ
イ
が
２・７
倍
に
増
加
す

る
な
ど
、
ア
ジ
ア
各
国
か
ら
の
旅
行

者
が
急
激
に
増
え
て
い
ま
す（
表
②
）。

　
こ
れ
ら
の
背
景
に
は
、
ア
ジ
ア
諸

国
の
経
済
成
長
な
ど
が
あ
る
ほ
か
、

訪
日
旅
行
の
宣
伝
に
よ
っ
て
誘
引
効

果
が
生
じ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

外
国
人
誘
客
で
四
季
型
観
光
地
に

　
本
市
を
含
む
丹
後
地
域
は
、夏
の
海
水
浴
、

冬
の
カ
ニ
を
軸
と
し
た
二
季
型
の
観
光
が
主

流
。
一
年
を
通
し
て
観
光
客
が
訪
れ
る
〝
四

季
型
観
光
地
”
と
な
る
た
め
に
は
、
国
内
だ

け
で
な
く
、
海
外
か
ら
の
観
光
客
の
誘
致
が

望
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
海
外
に
は
、
長
期
休
暇
が
取
り
や
す
い
国

も
多
く
、
来
日
し
て
か
ら
各
地
を
周
遊
す
る

長
期
滞
在
型
の
旅
行
客
も
多
く
い
ま
す
。

　
ま
た
、
国
内
旅
行
の
宿
泊
者
数
が
減
少
し
、

丹
後
へ
の
入
込
客
も
減
る
中
で
、
外
国
人
観

光
客
の
訪
日
は
増
加
傾
向
に
あ
る
か
ら
で
す
。

　

「
ビ
ジ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン
」で
世
界
に
発
信

　
観
光
庁
の
訪
日
旅
行
促
進
事
業
（
ビ
ジ
ッ

ト
・
ジ
ャ
パ
ン
事
業
）
で
は
、
訪
日
外
国
人

旅
行
者
数
を
増
加
さ
せ
る
目
的
で
、
中
国
、

韓
国
、
台
湾
な
ど
の
ア
ジ
ア
諸
国
を
最
重
点

市
場
と
し
て
日
本
各
地
の
観
光
地
を
Ｐ
Ｒ
。

府
県
を
ま
た
ぐ
観
光
ツ
ア
ー
を
企
画
す
る
な

ど
し
て
、
観
光
客
誘
致
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
同
事
業
に
よ
っ
て
台
湾
の
人

気
ブ
ロ
ガ
ー
（
※
）
の
来
丹
、
韓
国
テ
レ
ビ

局
に
よ
る
丹
後
一
円
の
取
材
と
放
映
、
海
外

旅
行
雑
誌
へ
の
本
市
内
観
光
地
の
掲
載
（
写

真
上
）
な
ど
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
、

海
外
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
丹
後
の
情
報
を
発

信
し
て
い
ま
す
。　

亳は
く

州し
ゅ
う

市
と
観
光
協
力
を
共
同
宣
言

　　
本
市
と
中
国
安あ
ん

徽き

省
亳は

く

州し
ゅ
う

市
と
の
友
好

都
市
協
定
締
結
か
ら
５
周
年
を
迎
え
た
今

年
、
中
山
市
長
を
団
長
と
し
た
京
丹
後
市

公
式
訪
問
団
を
結
成
。
去
る
11
月
10
日
か

ら
13
日
に
か
け
て
亳
州
市
と
上シ

ャ
ン
ハ
イ海
市
を
訪

問
し
ま
し
た
。

　
訪
問
の
目
的
は
、
中
国
か
ら
の
観
光
客
誘

致
に
向
け
て
、
現
地
の
旅
行
会
社
な
ど
に
本

市
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
。

　
特
に
亳
州
市
へ
の
訪
問
に
お
い
て
は
、「
観

光
産
業
の
振
興
の
た
め
に
、
企
業
視
察
の
誘

致
や
両
市
の
特
産
物
と
観
光
名
所
な
ど
を
展

示
・
紹
介
す
る
こ
と
な
ど
を
で
き
る
限
り
協

力
し
て
行
う
こ
と
」
を
共
同
宣
言
し
ま
し
た
。

　中国安徽省の北西部にある、8,110
平方㌔㍍の都市。人口540万人は、
京都市の２倍以上。「薬の都」として
名高く、漢方薬の薬草などの集散地
としては国内最大級。毎年９月に開か
れる中国最大の薬材市には、全世界
から買い手が集まる。また、道教の祖
といわれる「老子」「荘子」、三国志・
魏の英雄「曹操」の生まれ故郷として
も知られている。
　本市とは、平成18 年10月に友好
都市協定を締結。以来、亳州市公式
訪問団の来丹や、中学生による相互
訪問を通じて交流が深められている。

亳　 州　 市　

ま
た
一
行
は
、
上
海
市
で
丹
後
へ
の
ツ

ア
ー
旅
行
商
品
を
売
り
出
す
こ
と
を
目
的

に
、
㈱
テ
ン
キ
テ
ン
キ
村
な
ど
が
試
験
的

に
設
け
た
営
業
拠
点
を
視
察
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
中
国
へ
進
出
し
た
日
本
の
企
業

経
営
者
や
上
海
市
松
江
区
長
と
の
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

７
倍
の
消
費
額
。
経
済
効
果
は
明
白

森下  誠
　Makoto  Morishita

京丹後市観光協会
　Kyotango City 
　Tourism Association
事務局長
　Secretary General

▲スキーヤーやスノーボーダーでにぎわ
うスイス村スキー場

表②　国別訪日外国人数 　 　　　( 人）

（日本政府観光局調べ）

高
　 

雄
　 

市　台湾南部に位置する台湾第二の都市。
面積は2946 平方㌔㍍で、人口は２７０万
人。本市観光協会と高雄市観光協会は今
年 5月に、相互の親善訪問や人的交流の
拡大を図ることなどを目的として友好提携を
締結している。

さん

特集丹後に外国人を呼び込む。

2011.125

age：57



　　 　

▲静御前や羽衣天女などにふんした「京丹後七姫」
の歓迎を受ける、台湾の旅行会社の企画で京丹後
を訪れた旅行者たち

▲モニターツアーにより、台湾の旅行会社では、
京都・大阪・京丹後市に宿泊する旅行商品を企画。
これを機に、観光客が丹後に訪れている

観
光
客
の
誘
致
は
「
京・

丹・

後・

」
だ
け

が
個
別
に
取
り
組
ん
だ
の
で
は
効

果
が
薄
い
と
思
い
ま
す
。「
丹
後
全
体
」
を

一
つ
の
観
光
地
と
し
て
、
近
隣
市
町
や
関
係

団
体
と
協
力
し
て
集
客
に
取
り
組
む
べ
き
で

す
。
来
丹
す
る
観
光
客
が
実
際
に
ど
の
市
町

に
訪
れ
る
の
か
は
、
各
自
治
体
の
腕
の
見
せ

ど
こ
ろ
と
な
る
仕
組
み
が
必
要
だ
と
思
い
ま

す
ね
。

　
誘
客
は
、
関
係
業
者
だ
け
で
な
く
、
市

民
一
人
ひ
と
り
の
意
識
も
重
要
で
す
。
京
丹

後
市
だ
け
で
も
人
口
は
６
万
人
。

６
万
の
情
報
源
か
ら
、
６
万
通
り

の
や
り
方
で
発
信
で
き
ま
す
。

　
何
も
大
げ
さ
な
こ
と
を
す
る
ん

じ
ゃ
な
く
て
、
例
え
ば
、
た
ま
た

ま
バ
ス
で
隣
に
座
っ
た
観
光
客
の

か
た
に
「
丹
後
に
来
た
ら
○
○
に

寄
っ
た
ら
お
も
し
ろ
い
で
す
よ
」

と
か
、「
丹
後
は
良
い
所
だ
よ
」
っ

て
丹
後
の
自
慢
を
口
コ
ミ
を
す
る

だ
け
で
、
効
率
の
良
い
情
報
の
発

信
に
な
り
ま
す
。
人
と
人
と
の
触
れ
合
い
が
、

旅
人
の
思
い
出
に
深
く
印
象
付
け
ら
れ
る
と

思
い
ま
す
。

　

手
を
振
る
だ
け
で
も
大
き
な
成
果

私
が
以
前
、
伊
根
町
に
行
っ
た
と
き
、

遊
漁
船
に
乗
っ
て
い
る
観
光
客
に
向

か
っ
て
、
地
元
の
子
ど
も
た
ち
が
手
を
振
っ

て
い
ま
し
た
。
誰
で
も
で
き
る
簡
単
な
こ

と
で
す
が
、
観
光
客
に
と
っ
て
は
、
自
分

が
と
て
も
歓
迎
さ
れ
て
い
る
と
実
感
で
き

ま
す
。
そ
う
し
た
光
景
を
見
た
私
も
心
が

温
ま
り
ま
し
た
。

　
一
つ
ひ
と
つ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
は
小
さ
い
の

で
、
す
ぐ
に
は
観
光
客
数
の
大
幅
な
増
加

に
結
び
つ
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
の
わ

ず
か
な
行
動
を
み
ん
な
が
当
た
り
前
に
で

き
る
こ
ろ
に
は
、
大
き
な
成
果
が
表
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

　
小
さ
な
種
で
も
、
そ
れ
が
日
本
全
国
、
世

界
各
国
に
広
ま
り
、
や
が
て
必
ず
花
を
咲
か

せ
る
と
思
い
ま
す
。

▲丹海バスの「丹後古代ロマン街道号」を使っ
て観光する外国人留学生

テ
ン
キ
テ
ン
キ
村
で
は
、
京
丹
後
市
観

光
協
会
な
ど
と
連
携
し
て
、
経
済
産

業
省
の
「
地
域
集
客
・
交
流
産
業
活
性
化

支
援
事
業
」
を
活
用
し
、
ア
ジ
ア
人
の
誘
客

を
手
掛
け
て
い
ま
す
。
事
業
の
一
環
と
し
て

実
施
し
た
外
国
人
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

で
は
、
中
国
、
台
湾
の
観
光
客
は
日
本
の

〝
温
泉
”、〝
買
い
物
”、〝
文
化
”
を
目
的
に

訪
日
し
て
い
ま
す
（
表
③
）。

で
す
。
４
泊
５
日
で
、
名

古
屋
・
京
都
・
大
阪
と
、

あ
と
一
つ
ど
こ
か
の
観
光

地
に
宿
泊
し
ま
す
。
そ
こ

で
、
京
丹
後
が
３
都
市
プ

ラ
ス
１
の
観
光
地
と
な
る

よ
う
に
、
海
外
の
旅
行
業

者
に
対
す
る
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
台
湾
の
旅
行
業
者
が

現
地
で
旅
行
商
品
を
企
画
し
販
売
。
台
湾

人
観
光
客
の
訪
日
に
結
び
付
き
ま
し
た
。

「
徐
福
」
と
「
長
寿
」
の
旅
行
商
品

外
国
人
観
光
客
の
誘
致
で
重
要
な
の

は
、〝
外
国
人
の
価
値
観
”
を
つ
か

む
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
中
国
人
は
日
本

人
よ
り
も
歴
史
を
重
ん
じ
る
。
伊
根
に
伝

わ
る
〝
徐じ

ょ
福ふ

く
”
の
逸
話
と″
長
寿
の
ま
ち
京

丹
後
”
を
組
み
合
わ
せ
て
紹
介
す
る
こ
と

　
ま
た
、
知
名
度
で
は
「
京
都
市

を
知
っ
て
い
る
」
と
答
え
た
の
が

全
体
の
94
㌫
で
あ
る
の
に
対
し

て
、「
京
丹
後
市
を
知
っ
て
い
る
」

と
答
え
た
の
は
全
体
の
わ
ず
か
16
㌫
で
し

た
。

　
全
く
知
ら
な
い
の
に
、
観
光
に
は
行
き

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
京
丹
後
市
に
直
接
観

光
客
を
誘
致
す
る
の
で
は
な
く
、
大
都
市

に
来
る
観
光
客
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
誘

致
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。　

　
最
近
多
い
の
が
、
愛
知
県
の
中
部
国
際

空
港
か
ら
訪
日
し
て
関
西
に
来
る
ツ
ア
ー

▼新
に

井
い

崎
ざき

神社（写真右）。徐福は、中国・秦
の時代（紀元前３世紀ごろ）に始皇帝の命を
受けて、不老長寿の薬を探しに東方へ船出し
たとされ、伊根町の新井崎に上陸したと伝え
られている（写真左）。そのため、新井崎神社
には、徐福が祭ってあるとされている

　
　
　観光戦略は〝ブランディング戦略〟に
ほかなりません。すなわち、「KYOTO」
という言葉を世界中で認知させ、憧れ
を持ってもらうことです。究極の目標は、
H
エ ル メ ス

ermès（高級バッグなどを製造販売す
るブランド会社名）のようなブランドに仕
立て上げること。
　数ある都市の中において「ＫＹＯＴＯ」
ブランドを確立していくためには、「他の都
市とは何が違うのか」「強みは何か」をはっ
きりさせなければなりません。
　京都市では、「ＫＹＯＴＯ」ブランド
構築のためには〝ラグジュアリー層〟に

ターゲットを当てたうえで、「A
オ ー セ ン テ ィ ッ ク

uthentic 
J
ジ ャ パ ニ ー ズ

apanese C
カ ル チ ャ ー

ulture（本物の日本文化）」、
「J

ジ ャ パ ニ ー ズ

apanese S
ス ピ リ チ ュ ア ル

piritual H
ヒ ー リ ン グ

ealing（日本流
の精神の癒

いや
し）」などのブランディングを

行うことが一番効果的と考えています。
　観光の世界におけるラグジュアリー層
とは、経済的に豊かなだけでなく、洗練
された伝統、文化などにも興味を示す精
神的にも豊かな人たちです。こうした人た
ちは、当然のことながら発信力、影響力
も大きく、ブランド形成に大きく寄与しま
す。

　徹底的な市場の調査は必須です。「自

分たちの強みが通用するマーケットはどこ
なのか」、「そのマーケットにおける旅行動
向はどうなっているのか」、「旅行商品の流
通構造はどうなっているのか」などなど。
　どんな戦略を行うにも、このようなこと
を把握しておかなければ効果がありませ
ん。
　京都市では、海外６カ国に設置した情
報拠点や、関係民間事業者（ホテル、旅
行業者など）と連携して、市場別の誘致
戦略を打ち立てています。

　国内客でも潤う京都市も、今の段階か
ら外国人誘致に取り組まなければなりま
せん。理由は、国内マーケットが少子高
齢化により縮小するのが確実であること。
今の段階から海外マーケットを開拓して
いこうという長期的ビジョンを持っていま
す。

　さらに重要なことは、この素晴らしい「日
本」という国の光を外国人に観

み
せ、わが国

のことをよく知ってもらい、ファンになっても
らうこと。それが、経済面、安全保障面など、
あらゆる面で国益となるということです。
　こうした意味で、1200年の時を越えて悠
久の歴史と文化が息づく京都が、「観光立国・
日本」の牽

けん
引
いん

役として外国人観光客誘致に
取り組むことは、京都に与えられた責務な
のです。

表③  アジア人の訪日目的

アンケートは、中国（北京、
上海、亳州など6都市）、台
湾（台北、高雄、苗栗）およ
び東京浅草の訪日観光客を対
象に実施。有効回答者数は
320人

◀
花
を
生
け
て
、
日
本
文
化
を
体

験
す
る
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
層
の
外
国

人
観
光
客

な
ど
が
必
要
で
す
。　

　
最
終
的
に
「
京
丹
後
」
へ
の
集
客
を
図
る

に
し
て
も
、
今
は
知
名
度
を
上
げ
る
こ
と
が

重
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、「
丹
後
」
と
し

て
広
域
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ブランド「ＫＹＯＴＯ」を確立

戦略練る前に、徹底した市場調査

国内観光の縮小は確実

外国人客の誘致はあらゆる面で国益に

京
都
・
大
阪
・
名
古
屋　
　

京
丹
後

中江  英雄
　Hideo Nakae

㈱テンキテンキ村
　Tenki tenki mura　 Co.,Ltd
専務
　Chief Director

京都市における外国人観光客の誘致戦略

６
万
通
り
の
口く

ち

コ
ミ
で
情
報
発
信

田茂井  義信
　Yoshinobu Tamoi

丹後観光口コミ大使
　KUCHIKOMI ambassador
　for Tango Tourism

age：34 age：62
＋プラスさん

柿沼  宏明
　Hiroaki Kakinuma

京都市産業観光局観光部 担当部長
　Executive Director for Tourism Department of Kyoto City

age：32

さん

さん

特集丹後に外国人を呼び込む。

2011.127

表③　アンケート調査



　私は、仕事で２回、観光で、１回
京丹後市を訪れました。第一印象は、
静かで景色がとてもきれいでした。
　私にとって京丹後市は、京都府の

中で特有な魅力があるまちです。ジ
オパークの素晴らしい景色などは、京
丹後市以外に京都府では見られませ
ん。また、京丹後市のおいしい海鮮

料理は、京都市では
あまり食べられませ
ん。
　京都市などの雰囲
気と全然違いますの
で、京丹後市へ行け
ばまた違う日本を体
験することができま
す。
　京丹後市で出会っ
たかたは、ほとんどが

優しい人たちでした。ただ、けっこう、
じろじろ見られました。
　海外からの観光客が来たとき、す
ぐに目につく所に、外国語の一般的
な観光ガイド（パンフレットでもホーム
ページなどでも）があればいいのでは
ないかと思います。
　おいしいレストラン、観光地、交通
情報がすべて簡単に説明されるよう
なガイドブックがあれば、とても役立
ちます。
　京丹後市の魅力は、京都市に住ん
でいる外国人にはあまり知られていな
いと思います。本当に、京都府で特有
の魅力があります。また行きたいです！

　私は、日韓間
はしうど

人展の通訳やジオパー
ク認定記念基調講演「丹後の観光と
東アジアの交流」のパネリスト出演の
際などに京丹後を訪れました。
　第一印象は、海の色がすごくきれい
なこと。青、緑、グレー、白など、１１種
類以上の色を見つけました。また、伝
統文化がいっぱい残っているまちで、
出会った皆さんはすごく優しくて、私に
いつも声をかけてくださいました。
　市民の皆さんは普通だと思っている
京丹後市の自然でも、外国人の目から
見ればすごくきれいです。ぜひ、もっと
いっぱいアピールしてください。
　一番大切なのは、外国人が住んでみ

たいと思うまち、住みやすいまちにする
こと。自分が住んでいて「いいな」と思
えば、必ず友人や家族を呼びます。
　そして、「安心」「感動」を与えること。
大がかりな案内所や看板でなくても、
ほんの一言、それぞれの国の言葉で、「歓
迎」とか「ようこそ」とかいった言葉を
書くとか、言うとかすれば良いと思いま
す。外国人は母国語を見たり聞いたり
すると、本当に安心します。
　私の故郷である韓国・保

ボリョン
寧と高浜町

は、小さな文化交流を皮切りに今でも
交流が続いています。これはすべて人
と人のつながりから生まれたものです。
観光客を増やすということだけを考え

るのではなく、人と人との出会いを大
切にしていけば、外国人の観光客も増
えていくのではないかと思います。
　私は京丹後に親近感を持っていま
す。親近感を感じているからこそ、また
行きたいと思いますし、住んでみたいと
も思っています。

▲国際交流協
会が在住外国人
を対象に実施し
た、ジオパーク
のツアーガイド
養成講座。「と
び丸タクシー」
に乗船してジオ
サイトをめぐった

◀今年 5月、通訳の仕事で来丹した際に立
岩周辺を散策するジェニファーさん（左）

▶日韓間人展で民族衣装の韓服（チマチョ
ゴリ）を着て交流する朴さん（右から４人目）

▲日本海の絶景を眺めながら温泉に入ると、
心から癒される（よし野の里）

▲外国人にも人気がある丹後の食材

市
内
の
在
住
外
国
人
は
約
３
６
０
人
で

す
。
こ
の
人
た
ち
に
ぜ
ひ
サ
ポ
ー
ト

し
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

　
彼
ら
に
、
日
本
語
を
学
ん
で
い
た
だ
い
て

京
丹
後
市
の
ガ
イ
ド
さ
ん
に
な
っ
て
も
ら
い

た
い
ん
で
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
外
国
人
か
ら

見
た
京
丹
後
の
良
さ
を
、
外
国
人
に
よ
り
ア

ピ
ー
ル
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
外
国
人
の
観
光

客
誘
致
に
と
っ
て
理
想
の
形
だ
と
思
い
ま
す

ね
。

　
京
丹
後
市
国
際
交
流
協
会
で
は
、
中
国
や

韓
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
人
を
中
心
に
、
観
光

ガ
イ
ド
を
養
成
し
て
い
ま
す
。
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
れ
る
市

民
が
一
人
で
も
多
く
増
え
る
こ
と

が
、
外
国
人
の
観
光
客
誘
致
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　

我
々
日
本
人
は
、
知
ら
な
い

外
国
人
を
見
た
と
き
に
、「
で
き

れ
ば
関
わ
り
合
い
を
持
ち
た
く
な

い
」と
思
い
が
ち
で
す
。
し
か
し
、

私
自
身
、
海
外
を
旅
行
し
た
と

き
、
現
地
の
人
に
じ
ろ
じ
ろ
見
ら

れ
、
避
け
ら
れ
た
の
が
一
番
悲
し
か
っ
た
で

す
。
そ
う
な
る
と
、
旅
の
楽
し
さ
が
台
無
し

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
こ
の
気
持
ち
は
世
界
共
通
で
す
。
自
分
が

旅
行
し
た
と
き
に
、
現
地
の
人
に
何
を
し
て

ほ
し
い
か
を
考
え
る
と
、
そ
ん
な
に
難
し
い

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
ご
ろ
か
ら
異
文
化
へ
の
理
解
を

観
光
に
携
わ
っ
て
い
な
い
人
で
も
、「
こ

ん
に
ち
は
。
ど
こ
に
行
く
の
？
」
く

ら
い
は
言
え
ま
す
。
そ
の
一
言
や
ち
ょ
っ
と
し

た
笑
顔
で
、
旅
行
の
思
い
出
や
印
象
は
ず
い

ぶ
ん
と
良
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
外
国
人
観

光
客
の
誘
致
に
も
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
私
た
ち
と
外
国
人
と
の
感
覚
の
違

い
は
、
と
き
と
し
て
ト
ラ
ブ
ル
発
生
の
原
因

に
な
り
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
「
異
文
化
を
理

解
し
よ
う
」
と
い
う
心
の
準
備
も
必
要
だ
と

思
い
ま
す
ね
。
市
国
際
交
流
協
会
の
国
際
理

解
教
室
な
ど
に
も
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

当
ホ
テ
ル
で
は
、
毎
年
１
５
０
人
ほ

ど
の
外
国
人
観
光
客
が
来
ら
れ
、

宿
泊
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
中
国
語
や
英
語
表
記
の
案
内
を

し
て
、
で
き
る
だ
け
分
か
り
や
す
く
来
丹

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま

す
。

　
た
だ
、
海
外
か
ら
の
お
客
様
だ
か
ら
と

い
っ
て
、
何
か
特
別
な
お
も
て
な
し
を
す

る
の
か
と
い
え
ば
、
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
国
内
の
か
た
で
も
、海
外
の
か
た
で
も
、

丹
後
に
魅
力
を
感
じ
て
、
丹
後
の
人
と
接

し
た
く
て
来
て
い
る
と
思
う
の
で
、
変
に

力
を
入
れ
て
接
す
る
と
、
逆
に
お
客
様
が

緊
張
し
て
ゆ
っ
く
り
で
き
な
く
な
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
肩
に
力
を
入
れ
ず
に
、
自
然
体
で

結
局
、
遠
く
に
住
む
友
達
や
大
切
な

人
が
遊
び
に
来
た
と
き
と
同
じ
な

ん
で
す
。「
疲
れ
た
？
ま
ぁ
お
茶
で
も
飲

ん
で
っ
て
」
っ
て
言
い
ま
す
よ
ね
。
格
好

つ
け
て
肩
に
力
を
入
れ
る
ん
じ
ゃ
な
く
て
、

自
然
体
で
「
ゆ
っ
く
り
し
て
行
っ
て
ぇ
よ
。

丹
後
も
え
え
と
こ
ろ
が
よ
う
け
あ
る
で
、

楽
し
ん
で
行
っ
て
ね
」
と
い
う
お
も
て
な

し
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　
市
内
の
旅
館
は
、
ど
こ
も
サ
ー
ビ
ス
の

質
が
高
く
て
個
性
も
あ
り
ま
す
。
丹
後
を

訪
れ
る
た
び
に
、
色
々
な
旅
館
に
宿
泊
し

て
み
る
の
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。違
っ

た
雰
囲
気
で
心
と
体
を
癒い

や
し
て
、
ま
た
新

た
な
丹
後
を
発
見
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と

思
い
ま
す
。

中江  忠宏
　Tadahiro  Nakae

京丹後市国際交流協会
　Kyotango City
   International Association
会長
　President

市
内
在
住
の
外
国
人
ガ
イ
ド
を
養
成

京丹後を訪れた外国人

朴
パク

  榮
ヨン

先
ソン

母国語を見たり聞いたりすると、本当に安心する

沖田  真奈美
　Manami  Okita

㈱アウルコーポレーション
　Owl Corporation
副社長
　Vice President

「
特
別
な
お
も
て
な
し
」
は
い
り
ま
せ
ん

age：37

age：45

age：68

Park, Young-Sun
韓国籍	 福井県大飯郡高浜町在住
Korean	 Takahama Town   Fukui Prefecture

高浜町国際交流員
Coordinator for International Relations 
of Takahama Town

京丹後を訪れた外国人

ジェニファー・クラフト

京丹後市へ行けば、また違う日本を体験できる

age：23Jennifer E. Krafft

さん さん

さんさん

特集丹後に外国人を呼び込む。

アメリカ国籍　京都市在住
U.S　 　　　　　　Kyoto City

京都府国際交流員
Coordinator  for  International  Relations 
of  Kyoto Prefecture
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 上下水道の整備　〈担当部局：上下水道部〉
　下水道の整備は充実しているが、下水道への接続に対する取
り組みが不十分。水洗化推進支援事業では、１００万円以上必
要となる下水道接続工事に対して、５万円の補助金でどの程度
効果があるか疑問。補助期間を供用開始後の数年間とするなど
見直しを。

 観光の振興　〈担当部局：商工観光部〉
　予算が減少する中、どの事業をやめるか継続するかを検討し、
地元の方や観光業者、観光協会などの協力を得て、市の支援が
減額や廃止されても事業継続できる体制を作るべき。水難対策
事業では、ボランティアでの協力や報酬減額の交渉を。

 地域交通の確保　〈担当部局：企画総務部〉
　バスターミナル機能のないＫＴＲ駅舎は、無人化と簡易な駅
舎への改造により管理経費の削減を。必要性が低い市営駐車場
は、別の目的で使用するか処分するなど抜本的な見直しを。

 消防・防災体制の強化　〈担当部局：企画総務部〉
　消防団の再編、消防車両などの適正配置により全体の経費節
減を。消防団運営活動謝金などの固定された経費を削減し、出
動に応じて手当てをしっかり支給することの検討を。

 子育ての支援　〈担当部局：市民部〉
　本当に保育を必要としている人が経済的に困らないよう配慮
しつつ、保育料や放課後児童クラブ利用料の値上げの検討を。
放課後児童クラブでは、所得に応じた利用料の負担と対象児童
を小学３年生までとするなどの規模縮小の検討を。

 協働と共創のまちづくりの推進　〈担当部局：市民部〉
　証明書類の発行サービスを可能な限り郵便局に委ね、市民局
の機能の縮小を。

 患者本位の医療体制の充実　〈担当部局：医療部〉
　市内の医療機関へ定着してもらえる医師を確保するため、で
きるだけ市内出身者に奨学金を貸与することで実効性を高めて
はどうか。奨学金の額は近隣市町の水準まで減額を。

 高齢者福祉の充実　〈担当部局：健康長寿福祉部〉
　網野高齢者すこやかセンターは施策目的からみて必要性が低
く、また網野社会参加交流ハウスと丹後老人福祉センター松風
苑、弥栄生きがい交流センターは、必要性が分かりにくいため
廃止も含めた運営方法の見直しを。敬老祝い事業では、対象年
齢と祝い品、敬老会補助金の単価の見直しを。

 歴史文化遺産の保全と活用　〈担当部局：教育委員会事務局〉
　歴史資料館は、将来的に市民や観光客が利用しやすい市の遊
休施設に文化財を集約し、入館者が増える工夫を。

 農林業の振興（農業の振興）　〈担当部局：農林水産環境部〉
　就農研修資金償還金助成事業は費用対効果がやや低く、新規
就農者の育成は農業法人などで基礎を覚えてもらうなどして事
業費の抑制を。農業者への補助金交付事業が非常に多い中で、
効果の乏しい経済的支援策については廃止も含めた見直しを。

 循環型社会の構築　〈担当部局；農林水産環境部〉
　ＰＲをもっと行い、液肥利用の普及の努力を。

　
12
月
定
例
議
会
初
日
の
11
月
30
日
、
中
山
市
長

を
は
じ
め
出
席
幹
部
職
員
が
着
物
を
着
用
し
て
本

会
議
に
臨
み
ま
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
こ
の
ほ
ど
市
長
に
対
し
て
、

丹
後
織
物
工
業
組
合
（
渡わ

た

邉な
べ

正
義
理
事
長
）、
市

商
工
会
（
沖
田
康
彦
会
長
）
お
よ
び
市
観
光
協
会

（
福
山
勝
久
会
長
）
か
ら
、「
議
会
中
の
着
物
着
用

に
よ
り
、
和
装
文

化
の
素
晴
ら
し
さ

や
〝
丹
後
ち
り
め

ん
〟
を
広
く
Ｐ
Ｒ

し
て
ほ
し
い
」
と

の
要
望
を
受
け
る

と
と
も
に
、「
京

丹
後
市
き
も
の

振
興
議
員
連
盟
」

（
大た

か下
倉く

ら

禎
介
会

長
）
の
呼
び
掛
け

に
よ
り
実
施
し
た

も
の
で
す
。

　

式
に
は
、
遺
族
や
関
係
者
な

ど
約
４
０
０
人
が
出
席
し
ま
し

た
。
参
列
者
全
員
で
黙
と
う
を

さ
さ
げ
た
後
、中
山
市
長
が
「
私

た
ち
が
繫
栄
の
中
で
生
活
で
き

る
の
も
、
御み

霊た
ま

の
尊
い
犠
牲
と

ご
遺
徳
に
よ
る
大
き
な
礎
が
あ

る
こ
と
を
決
し
て
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
」
と
式
辞
。

　
北
近
畿
の
日
本
海
に
面
す
る
５
市
が
連
携
し
、
地
域
の
振
興

策
や
共
通
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
う
「
第
５
回
若
狭
・

丹
後
・
但
馬　
中
日
本
海
交
流
会
議
」
が
11
月
24
日
、
宮
津
市

内
の
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。
出
席
し
た
各
市
長
ら
が
、「
バ

イ
オ
マ
ス
」（
生
物
由
来
資
源
）
の
利
活
用
に
つ
い
て
意
見
を

交
わ
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
対
象
は
、
総
合
計

画
に
掲
げ
る
37
施
策
の
う
ち
11

の
施
策
と
そ
れ
を
構
成
す
る
事

務
事
業
で
、
委
員
会
で
は
職
員

　

遺
族
を
代
表
し
、
木
本
博
さ

ん
（
峰
山
町
丹
波
）
が
「
愚お

ろ

か

で
悲
惨
な
こ
の
戦
争
の
教
訓
を

心
に
深
く
刻
み
、
ご
英え

い

霊れ
い

の
顕

彰
と
恒
久
平
和
の
実
現
を
目
指

し
て
、
次
の
世
代
に
し
っ
か
り

と
伝
え
て
い
く
こ
と
が
残
さ
れ

た
遺
族
の
最
大
の
使
命
」
と
追

悼
の
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
市
の
事
務
事
業
を
市
民
の
視
点
で
点
検
す
る
た
め
、

「
京
丹
後
市
行
政
評
価
委
員
会
」（
委
員
長
、
窪く

ぼ

田た

好
男
・
京
都

府
立
大
准
教
授
、
５
人
）
に
よ
る
「
外
部
評
価
」
を
７
月
か
ら

10
月
に
か
け
て
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
を
ま
と
め
た
「
外

部
評
価
報
告
書
」
が
11
月
８
日
、
同
委
員
会
か
ら
中
山
市
長
に

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　提出された外部評価報告書は、市ホームページ（http://www.city.
kyotango.lg.jp/shisei/shisei/gyokaku/gyokaku/）に掲載しています。

中山市長に外部評価の結果と歳出抑制案を説明
する窪田好男委員長（左）と尾畑與市副委員長

　

最
後
に
、
参
列
者
の
代
表
が

祭
壇
に
白
い
菊
を
献
花
し
、
静

か
に
手
を
合
わ
せ
て
戦
没
者
を

追
悼
し
ま
し
た
。

祭壇に献花し、戦没者の冥福を祈る参列者

　

同
会
議
は
、
舞
鶴
、
宮
津
、

京
丹
後
の
府
北
部
の
３
市
と
兵

庫
県
豊
岡
市
、
福
井
県
小
浜
市

の
計
５
市
で
構
成
。
年
１
回
、

会
合
を
開
い
て
お
り
、
今
年
は

「
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
の
取

り
組
み
」
を
テ
ー
マ
に
議
論
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
議
で
は
、
各
市
が
地
域
資
源

の
活
用
事
例
を
報
告
。
本
市
は
、

「
市
エ
コ
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
」

（
弥
栄
町
）
を
活
用
し
た
家
庭
生

ご
み
の
資
源
化
事
業
と
液
肥
利

用
に
よ
る
環
境
保
全
型
農
業
の
取

り
組
み
の
ほ
か
、
森
林
資
源
を
有

効
活
用
す
る
た
め
の
薪ま

き

・
木
質
ペ

レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の
設
置
支
援
事

業
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る

原
発
事
故
を
教
訓
に
、「
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

普
及
・
導
入
を
進
め
る
と
と
も
に
、

国
な
ど
に
対
し
て
安
全
で
安
定
し

た
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
シ
ス
テ
ム
の
確

立
を
強
く
求
め
る
」
な
ど
の
共
同

ア
ピ
ー
ル
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

自
ら
が
行
っ
た
内
部
評
価
結
果

を
検
証
。
31
件
の
改
善
点
を
指

摘
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
普
通
交
付
税
が
平
成

27
年
度
か
ら
段
階
的
に
削
減
さ

れ
、
大
幅
な
歳
入
不
足
が
予
測

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
事
業
の
見

直
し
や
廃
止
な
ど
の
歳
出
抑
制

の
た
め
の
22
件
の
具
体
的
な
ア

イ
デ
ア
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

窪
田
委
員
長
は
「
歳
出
抑
制

の
た
め
の
提
案
は
、
必
ず
実
行

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

も
の
で
は
な
い
が
、
市
民
を
含

め
た
議
論
の
き
っ
か
け
と
な
る

こ
と
を
期
待
し
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

主
な
施
策
の
評
価
と
提
案
内

行
財
政
改
革
推
進
課

☎
６
９
‐
０
０
５
０

容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

共同アピールを採択し、意見を交わす各市の市長ら

着
物
姿
で
本
会
議
に
臨
む
中
山
市

長
（
前
列
左
）
ら

外部評価結果（要旨）
若
狭
・
丹
後
・
但
馬
地
域
の
振
興
へ
、
５
市
長
が
「
中
日
本
海
交
流
会
議
」

「
バ
イ
オ
マ
ス
」
を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換

和装文化の素晴らしさと丹後ちりめんをＰＲ

市長ら着物姿で本会議臨む 「
歳
出
抑
制
案
、議
論
の
き
っ
か
け
に
」

市
施
策
に
対
し
て
、
外
部
か
ら
評
価

「
戦
争
の
教
訓
と
恒
久
平
和
、次
代
に
」

戦
没
者
追
悼
式
で
３
２
０
０
人
の
冥
福
祈
る

福祉

広域連携

　
市
は
11
月
９
日
、「
京
丹
後
市
戦
没
者
追
悼
式
」
を
府
丹
後
文

化
会
館
（
峰
山
町
）
で
挙
行
し
ま
し
た
。
参
列
者
は
、
先
の
大

戦
で
亡
く
な
っ
た
３
２
０
０
人
を
超
え
る
市
内
戦
没
者
の
冥
福
を

祈
る
と
と
も
に
、
平
和
へ
の
誓
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

議会
行財政改革



1213 2011.12 2011.12

深刻化する農林業被害の軽減へ

イノシシの猟期、3月15日まで延長農政

学
校
再
配
置
推
進
事
業	

　

（
８
０
万
円
）

　

平
成
24
年
度
の
三
津
小
学
校

の
島
津
小
学
校
へ
の
再
配
置
に

向
け
た
準
備
を
進
め
ま
す
。

　

島
津
小
学
校
の
校
旗
新
調
に

54
万
円
、
閉
校
式
典
経
費
な
ど

に
14
万
円
、
児
童
交
流
学
習
経

費
に
12
万
円
を
計
上
し
ま
し

た
。

小
学
校
施
設
改
修
事
業

	
　
（
１
６
６
０
万
円
）

　

市
内
小
学
校
の
教
育
環
境
を

充
実
さ
せ
る
た
め
の
施
設
整
備
を

進
め
ま
す
。

　
吉よ

し

原わ
ら

小
学
校
（
峰
山
町
）
の
校

舎
前
通
路
舗
装
工
事
に
３
２
０
万

円
、
大
宮
第
一
小
学
校
（
大
宮

町
）
の
管
理
棟
屋
根
防
水
工
事

に
１
２
０
万
円
、
島
津
小
学
校
の

　
学
校
再
配
置
の
推
進
、
小
学
校
施
設
の
改
修
、
幼
稚
園
の
管

理
運
営
な
ど
教
育
環
境
整
備
に
１
９
６
８
万
円
な
ど
を
計
上
し
、

予
算
総
額
３
２
９
億
７
０
０
７
万
円
と
す
る
平
成
23
年
度
京
丹

後
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）
案
を
、
11
月
30
日
開
会
の

12
月
定
例
議
会
に
提
出
し
ま
し
た
。
主
な
補
正
内
容
を
紹
介
し

ま
す
。（
カ
ッ
コ
内
の
金
額
は
補
正
予
算
額
）

　

京
都
府
域
の
狩
猟
期
間
は
、
今
年
11
月
15
日
か
ら

来
年
２
月
15
日
ま
で
で
す
が
、
今
年
度
か
ら
イ
ノ
シ
シ

の
猟
期
が
１
カ
月
間
延
長
さ
れ
（
来
年
３
月
15
日
ま

で
）、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
と
同
期
間
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
わ
な
猟
で
の
捕
獲
は
、
今
年
度
か
ら
捕

獲
制
限
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
市
で
は
、
今
年
度
か
ら
シ
カ
捕
獲
拡
大
事

業
と
し
て
、
狩
猟
期
間
中
も
積
極
的
に
シ
カ
捕
獲
を

実
施
し
ま
す
。

　

狩
猟
期
間
の
延
長
、
捕
獲
制
限
の
緩
和
、
シ
カ
捕

獲
拡
大
事
業
な
ど
に
よ
り
、
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
の
個
体

数
減
少
を
図
り
、
深
刻
化
し
て
い
る
農
林
業
被
害
の

軽
減
を
目
指
し
ま
す
。

　

狩
猟
制
度

京
都
府
丹
後
広
域
振
興
局
・
森
づ
く
り
推
進
室
森

林
管
理
担
当
（
☎
62-

４
３
１
７
）

シ
カ
捕
獲
拡
大
事
業

京
丹
後
市
・
農
林
整
備
課
（
☎
69-

０
４
３
０
）

校
舎
外
壁
全
面
塗
装
工
事
な
ど

に
１
２
２
０
万
円
を
計
上
し
ま
し

た
。

幼
稚
園
管
理
運
営
事
業

	

　
（
２
２
８
万
円
）

　
平
成
24
年
度
か
ら
の
大
宮
幼
稚

園
の
開
設
準
備
と
、
市
内
幼
稚
園

で
開
始
す
る
３
歳
児
の
受
け
入
れ

や
「
預
か
り
保
育
」
に
必
要
な
備

品
（
下
駄
箱
、
教
材
な
ど
）
の
整

備
を
進
め
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
災
害
支
援
活

動
補
助
金

	

　
（
１
５
０
万
円
）

　

市
民
の
被
災
地
支
援
活
動
の

輪
が
広
が
り
、
当
初
の
予
定
を
上

回
る
申
請
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、

予
算
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

子
ど
も
手
当

　
（
△
１
億
６
８
４
６
万
円
）

　

今
年
10
月
施
行
の
「
子
ど

も
手
当
の
支
給
等
に
関
す
る

特
別
措
置
法
」
に
よ
る
支
給
月

額
や
支
給
要
件
の
改
正
な
ど

に
伴
う
差
額
分
を
減
額
す
る
も

の
で
す
。
補
正
後
の
予
算
額
は

10
億
６
３
０
１
万
円
。

　

両
校
の
再
配
置
は
、
市
が
昨

年
12
月
に
議
会
の
承
認
を
得
て

策
定
し
た
「
学
校
再
配
置
基
本

計
画
」
に
基
づ
く
も
の
。
今
年

２
月
に
は
、
市
教
育
委
員
会
が

「
島
津
小
学
校
を
再
配
置
後
の

拠
点
校
と
す
る
」
こ
と
を
実
施

方
針
に
定
め
、
こ
の
間
、
地
域

住
民
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
関
係
者
と

の
話
し
合
い
を
続
け
て
き
ま
し

た
。

　

７
月
に
は
、
地
区
や
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
代
表
、
学
校
関
係
者
な
ど
が

「
島
津
小
学
校
・
三
津
小
学
校
再

配
置
準
備
協
議
会
」（
事
務
局
、

市
教
委
）
を
設
立
。
第
４
回
の

準
備
協
議
会（
10
月
13
日
）で
は
、

再
配
置
の
時
期
は
平
成
24
年
４

月
と
す
る
▽
拠
点
校
の
校
名
は

「
島
津
小
学
校
」と
す
る
▽
校
歌
、

校
章
、
校
旗
は
島
津
小
学
校
の

も
の
を
使
用
す
る
―
こ
と
な
ど

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

両
校
で
は
、
交
流
学
習
や
交

流
給
食
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
同

士
の
交
流
を
深
め
る
取
り
組
み

が
積
極
的
に
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。

教
育
環
境
整
備
関
連
に
１
９
６
８
万
円

一
般
会
計
補
正
予
算
第
６
号 

１
１
２
万
円
を
追
加
（
12
月
定
例
議
会
）

財政

　
市
は
、
網
野
町
の
島
津
小
学
校
と
三
津
小
学
校
を
再
配
置
す

る
「
京
丹
後
市
立
学
校
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
」
を
、

11
月
30
日
開
会
の
12
月
定
例
議
会
に
提
出
し
ま
し
た
。
再
配
置

後
の
拠
点
校
は
島
津
小
学
校
と
し
、
再
配
置
の
時
期
は
平
成
24

年
４
月
１
日
と
す
る
も
の
で
、
改
正
案
は
文
教
厚
生
常
任
委
員

会
に
付
託
さ
れ
、
本
議
会
で
審
議
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
立
学
校
条
例
の
一
部
改
正
案
を
議
会
に
提
出

網
野
町
の
島
津
小
と
三
津
小
が
来
年
４
月
に
再
配
置

教育

６
次
産
業
化
で
、
農
水
産
物
を
有
利
に
販
売

丹
後
産
米
の
試
食
販
売
と
広
域
商
談
会

農政　
農
林
水
産
物
の
付
加
価
値
を
高
め
、
有
利
な
販
売
に
結
び
付

け
る
〝
６
次
産
業
化
〟。「
京
丹
後
市
６
次
産
業
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
一
つ
と
し
て
始
ま
っ
た
水
稲
有
機
栽
培
実
証
事
業
で
は
、

京
都
市
内
の
有
名
百
貨
店
で
丹
後
産
米
の
試
食
販
売
を
展
開
。

ま
た
、
北
近
畿
地
域
の
農
水
産
物
を
対
象
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
新

た
な
可
能
性
を
探
る
広
域
商
談
会
も
催
さ
れ
ま
し
た
。

徳
岡
邦
夫
さ
ん
招
き
、
ジ
ェ
イ

ア
ー
ル

京
都

伊
勢
丹
で
新
米
の
試
食
販
売

　

市
は
、「
丹
後
産
コ
シ
ヒ
カ
リ

新
米
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
試
食
会
＆
販

売
」
を
、
11
月
３
日
か
ら
８
日
ま

で
、
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
京
都
伊
勢
丹

（
京
都
市
下
京
区
）で
行
い
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
市
の
６
次
産
業

化
の
一
つ
と
し
て
「
水
稲
有
機
栽

培
実
証
事
業
」
に
取
り
組
ん
で
い

る
「
ト
ラ
イ
ア
ル
農
地
」（
久
美
浜

町
女に

ょ
う布
地
内
の
実
証
ほ
場
）
で
今

秋
収
穫
し
た
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
試
食

会
と
試
験
販
売
を
実
施
。
買
い
物

客
な
ど
に
「
京
丹
後
市
産
コ
シ
ヒ

カ
リ
」
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　
初
日
に
は
、
こ
の
事
業
を
手
掛

け
た
本
市
の
専
門
委
員
・
徳
岡
邦

夫
さ
ん（「
京
都
吉
兆
」総
料
理
長
）

が
駆
け
付
け
、
自
ら
が
米
作
り
の

現
場
に
携
わ
っ
た
３
年
間
の
経
験

を
振
り
返
り
、
苦
労
話
を
交
え
て

講
演
。
ま
た
、「
美
味
し
い
ご
飯

の
炊
き
方
」
の
紹
介
も
あ
り
、
炊

き
立
て
の
京
丹
後
市
産
新
米
コ
シ

ヒ
カ
リ
が
詰
め
掛
け
た
参
加
者
に

振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

販
売
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
２
㌔

入
り
１
２
０
袋
（
一
袋
、
税
込
み

２
１
０
０
円
）
を
限
定
販
売
。
売

れ
行
き
は
好
調
で
、
６
日
間
で
ほ

ぼ
完
売
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
京
丹
後
市
産
コ

シ
ヒ
カ
リ
の
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
を

目
指
し
て
、
農
薬
や
化
学
肥
料
を

一
切
使
用
し
な
い
有
機
米
作
り
を

実
証
す
る
取
り
組
み
。
約
10
㌃
の

ほ
場
で
、
平
成
21
年
度
か
ら
３
カ

年
計
画
で
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　
収
穫
量
は
、
初
年
度
が
１
２
０

㌔
㌘
、
２
年
目
が
１
５
０
㌔
㌘
。

３
年
目
の
今
年
は
、
過
去
２
カ
年

の
課
題
で
あ
っ
た
除
草
対
策
の
徹

底
も
あ
っ
て
、
３
２
２
㌔
㌘
を
収

穫
し
ま
し
た
。

農
業
者
た
ち
が
、
広
域
商
談
会
で

ビ
ジ
ネ
ス
の
新
た
な
可
能
性
探
る

　
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
大
宮
（
大
宮

町
）
で
11
月
１
日
、「
北
近
畿
地

域
の
農
林
水
産
物
を
対
象
と
し
た

商
談
会
」（
近
畿
農
政
局
な
ど
主

催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
商
談
会
に
は
、
市
内
の
農
林
漁

業
者
を
中
心
に
21
者
、
バ
イ
ヤ
ー

島津小学校と三津小学校では、来年4月の再
配置に向けて、交流学習が積極的に実施され
ている（11月30日に三津小学校で開かれた
両校1年生の「ボール投げゲーム」）

外壁塗装工事が予定されている島津小学校
（網野町）

と
な
る
ス
ー
パ
ー
や
飲
食
店
、
宿

泊
業
者
な
ど
18
者
が
参
加
。
そ
れ

ぞ
れ
が
自
社
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
た
後
、

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
制
の
商
談
や
自

由
商
談
を
行
い
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
新

た
な
可
能
性
を
探
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
商
談
会
は
、
同
局
が
今
年

３
月
に
策
定
し
た
「
近
畿
農
業
・

農
村
６
次
産
業
化
方
策
」
に
基

づ
き
開
い
て
い
る
商
談
会
の
一
つ

で
、
産
地
を
北
近
畿
に
限
定
し
た

初
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

米の試験販売コーナー。米袋の「京
丹後米」の文字は、徳岡邦夫さん
の直筆

生産者とバイヤーが積極的に商談
（大宮町・アグリセンター大宮）

トークショーで、有機栽培の苦労話を交えながら「京丹後
市産コシヒカリ」をアピールする徳岡邦夫さん（写真上）
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「
宇
川
美お

い味
し
ん
ぼ
大
会
」で
郷
土
の
味
披
露

宇
川
小
の
児
童
た
ち
が
「
ば
ら
ず
し
」振
る
舞
う

　大宮町五
い か が

十河にある故・田上弥
や

之
の

祐
すけ

邸
で11月20日、「笹

ささ

葺
ぶ

き民家で昔ばなしを
語る会」が催され、地元住民たち約50人
が語り部の昔話などに耳を傾けました。
　旧田上邸は、築約200年の笹葺き古民
家。保存や活用策を考える有志の会「田
上邸保存会」（奥敬

ひろ
一
かず
代表）が、改修中の

お披露目を兼ねて「丹後昔ばなし大学実
行委員会」との共催で開きました。
　丹後昔ばなし大学実行委員会の松田裕

ゆう

子
こ

代表が、宮津市に伝わる昔話「度胸試し」
を披露。福知山市の家庭文庫「みかんの
木文庫」のメンバーが「たべられたやまん
ば」の民話紙芝居などを上演しました。手
遊び歌や童

わらべ

歌
うた

を題材にした人形劇もあり、
来場者たちは古民家独特の雰囲気の中で、
楽しいひとときを過ごしていました。
　保存会の奥代表は「田上邸は、昔語り
を聴く場として最適。今後も古民家の雰
囲気と周辺の自然景観を生かした活用を
考えていきたい」と話していました。

　久美浜小学校の創立140周年を祝う記念事業が11月
５、６の両日、同小体育館で開かれました。同小学校区
の住民約80人でつくる実行委員会の主催で、児童や地
域住民が節目を祝うとともに、さらなる発展を誓いました。
　５日は、児童の学習発表や地元中・高生の音楽演奏、
実行委員や教職員の創作劇などが披露されました。
　６日に開かれた記念式典には、学校関係者や卒業生
など約200人が出席。主催者の式辞や来賓の祝辞の後、
児童を代表して森垣龍

りゅう

斗
と

君（６年）が「大きくなっても、
今日のことは心の中に生き続けると思います。久美浜小
学校が、これからも続いて発展してほしいです」と、“よ
ろこびの言葉”を力強く発表しました。

　耐震強度不足の理由から園舎の使用が
今年度で終了することとなった峰山幼稚園
（山副祐子園長）で11月20日、お別れ記

　弥栄町の金
こん

剛
ごう

童
どう

子
じ

山の「登山道整備記念登山会」が
11月6日に行われました。あいにくの雨模様の中、愛好
家たち32人が標高 613㍍の山頂を目指しました。
　登山道や関連施設を整備している地元の「金剛童子山
を守る会」（吉岡泰

やす

治
じ

会長、約 70人）が、「弥栄町のシ
ンボルに親しんでもらおう」と企画。今年で２回目の開
催となりました。
　この日は、展望台からの絶景は楽しめなかったものの、
参加者たちは、山の自然散策を満喫していました。

　網野町木津の網野郷土資料館（三浦 到
いたる

館長）で10月30日、「網野郷土資料館
まつり」（同資料館など主催）が開催され
ました。展示や体験イベントを通して郷土
の昔の暮らしに触れました。
　親子連れなど約150人が参加。足踏織
機の「高

たか

機
ばた

」を使った手織を体験したり、
滑
かっ

石
せき

を磨いてオリジナルの「勾
まが

玉
たま

」作りに
挑戦したりしました。石

いし

臼
うす

体験コーナーで
は、子どもたちが、炒

い

った玄米を挽
ひ

いて
「はったい粉」を作り、砂糖とお湯を加えて練って試食。
昔ながらの素朴な味を楽しんでいました。
　会場では、昭和中期まで使われていた民具の展示や
ちゃぶ台のある食卓を再現した特別展「『食』～その昔」
も催され、訪れた人たちは、足を止めて見入っていました。

絵本の朗読にじっと耳を傾ける来場者たち（大宮町五十河・旧田上邸で）

　食を通して丹後町宇川地域の魅力を再
認識するイベント「宇川美

お い

味しんぼ大会」
が10月30日、宇川小学校体育館で開か
れました。地域住民が郷土料理や旬の食
材を使ったアイデア料理を披露し合い、地
元宇川小の児童が「ばらずし」作りに挑
戦しました。
　地域の活性化に取り組む「宇川里

さと

力
ぢから

再生
会議」（平井貞

さだ

雄
お

代表）などが企画したもの
で、昨年に続く２回目の開催となりました。
　女性約 40人が、地区別５チームに分か
れ３品ずつ出品。海藻のウゴを具材にした
白
しろ

あえやジンバを炊き込んだご飯、天然ア
ユのフライやつくだ煮など特色のある料理
のほか、「猪

いのしし

ミートボールの煮込み」「あん
ず寒天」などの新たな食材を取り入れたメ
ニューなどが並びました。
　会場には町内外から約 500人が訪れ、
出品された料理を試食。子どもたちが作っ
たばらずしや地元区長たちが腕を振るった
「ブタ汁」のサービスもあり、来場者たちは“宇
川ならでは”の味を楽しんでいました。
　平井代表は「受け継がれてきた宇川地域
の郷土料理をぜひ子どもたちにも継承して
いきたい」と話していました。

雨
の
降
り
し
き
る
中
、
登
山
道
を
登
り
始
め
る
参
加
者
た
ち

（
金
剛
童
子
山
は
修
験
道
の
祖
・
役
行
者
ゆ
か
り
の
修
行
場
と

さ
れ
、
京
都
・
聖
護
院
門
跡
の
中
村
覚
祐
執
事
長
も
駆
け
付

け
た
＝
右
）

石臼を回して「はったい粉」を挽く参加児童（網野郷土資料館で）

約 500人に振る舞う「ばらずし」作りに挑戦する児童たち

オープニングで元気よく太鼓を打ち鳴らす園児たち
記
念
式
典
で
、
児
童
や
関
係
者
を
前
に
、

よ
ろ
こ
び
の
言
葉
を
発
表
す
る
森
垣
龍
斗

君
（
久
美
浜
小
体
育
館
で
11
月
６
日
）

念行事「集まれ！懐かしの園舎に～あの頃へタイムスリッ
プ」が開かれました。園児や保護者、卒園生など約500
人が集合。多彩な催しを楽しんだり、思い出を語り合っ
たりして過ごしました。
　時折雨が降るあいにくの天候となりましたが、園庭では、
園児たちが元気あふれる太鼓と踊りを披露。峰山中吹奏
楽部の演奏が花を添えました。保護者たちは、カレーや
おでんなどの模擬店を出店。園児が育てた赤米を使った
餅つきも行われました。
　教室では、同園の歩みを振り返る写真展を開催。アル
ミ缶を使って記念作品を作るコーナーや職員たちによる人
形劇の上演などもありました。
　最後に参加者たちは、記念の人文字撮影をして、思い
出を胸に刻みました。
　現園舎は昭和44年に建築。耐震診断で「耐震補強工事
は不可能」との判定が出たため、同園では来年度から吉

よし

原
わら

小学校（峰山町）を一部改修した仮園舎で授業を行います。

笹さ
さ

葺ぶ

き
古
民
家
で
昔
話
語
る

五い

か

が
十
河
・
旧
田
上
邸
で
保
存
会
な
ど
催
す

峰
山
幼
稚
園
で
園
舎
お
別
れ
行
事

園
児
や
保
護
者
た
ち
５
０
０
人
が
思
い
出
刻
む

「
郷
土
資
料
館
ま
つ
り
」に
150
人

“
は
っ
た
い
粉
挽ひ

き
〟な
ど
昔
の
暮
ら
し
を
体
験

雨の金
こ ん

剛
ご う

童
ど う

子
じ

山、32人が楽しむ
「守る会」が登山道整備を記念し登山会

久美浜小創立１４０周年の節目祝う
さらなる発展誓い記念事業

11月 6日
弥 栄 町

10月30日
網 野 町

11月20日
大 宮 町

10月30日
丹 後 町

11月20日
峰 山 町

11月５・6日
久美浜町
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自
殺
予
防
啓
発
活
動
の
様

子
（
峰
山
町
で
今
年
５
月
）

( フリーダイヤル番号・通話料は無料です）

　
京
都
府
丹
後
保
健
所
で
は
、
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
の
相
談
や
訪
問
な
ど
の
相
談

業
務
を
中
心
に
自
殺
予
防
の
普
及
啓
発

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
京
丹

後
市
で
は
、
自
殺
対
策
を
市
の
重
点
課

題
と
位
置
づ
け
、
う
つ
や
自
殺
予
防
に

関
す
る
健
康
教
育
や
多
重
債
務
相
談
の

実
施
な
ど
各
種
事
業
に
力
を
入
れ
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
悩
ん
で
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
人
は
、

孤
独
を
感
じ
て
い
た
り
、
周
囲
か
ら
孤

立
し
た
り
し
て
、専
門
相
談
員
の
サ
ポ
ー

ト
を
受
け
る
こ
と
な
く
追
い
詰
め
ら
れ

て
い
る
場
合
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　
自
殺
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、
行
政

機
関
の
取
り
組
み
は
も
と
よ
り
、
市
民

一
人
ひ
と
り
が
、
身
近
な
地
域
の
中
で

お
互
い
に
支
え
合
う
関
係
を
つ
く
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

　
悩
ん
で
い
る
人
に 「
気
付
き
」、　
悩

み
に 「
耳
を
傾
け
」、　
専
門
機
関
に 

「
つ
な
げ
」、　
地
域
み
ん
な
で 「
見
守

る
」
こ
と
が
大
切
で
す
。

　　
こ
の
よ
う
な
役
割
を
担
う
人
の
こ
と

を
「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
」
と
呼
び
ま
す
。

　

京
都
府
お
よ
び
市
で
は
、
ゲ
ー
ト

キ
ー
パ
ー
研
修
や
自
殺
予
防
の
啓
発
活

動
を
実
施
し
て
い
ま
す
（
京
丹
後
市
で

は
、「
こ
こ
ろ
・
い
の
ち
・
つ
な
ぐ
手
」

と
い
う
名
称
で
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
研
修

を
実
施
し
て
い
ま
す
）。

　　　
「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
研
修
」
を
受
け

て
い
な
く
て
も
、
誰
も
が
、
身
近
な
地

域
や
職
場
、
家
庭
生
活
の
中
で
心
掛
け

る
こ
と
の
で
き
る
「
り
は
あ
さ
る
」
の

視
点
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　　

地域医療の現場から
The Healthy Life

市立久美浜病院
小児科医師

杉
すぎ

本
もと

  洋
よう

平
へい

文

インフルエンザは３種類

48 時間以内の投薬で病期短縮も

　市立久美浜病院･ 足
あ

立
だち

圭
けい

司
じ

歯科医
長が昨年京都市で開催された ｢第 50
回全国国保地域医療学会」にて発表
した研究論文 ｢特別養護老人ホームに
おけるオーラルヘルスケア･マネジメント
の効果について｣ が､ 同学会を主催す
る( 社 ) 全国国民健康保険診療施設
協議会などから11月11日、最優秀研
究として表彰を受けました。
　研究論文には､ 同病院が行った、保健･医療･福祉の
連携による高齢者の口腔機能や嚥

えん
下
げ

機能(※)を向上さ
せる取り組み(オーラルヘルスケア )が紹介され、肺炎の
予防や食に対する意欲向上などに効果があることが説明
されています。同病院の取り組みが全国の医療施設にとっ
て模範となることや、多角的に考察された論文であることな
どが評価されたものです。

発熱後、半日待って感染検査

積極的にワクチンの接種を

　市立久美浜病院・赤
あか

木
ぎ

重
しげ

典
のり

院長が 10
月27 日、機関誌「Aging & Health」
の取材を受けました。同誌は、公益財団
法人・長寿科学振興財団が長寿科学
研究に関する情報の提供や研究の推
進などを目的に発行しているものです。
　取材で赤木院長は、本市の人口10
万人当たりの100 歳以上の高齢者数が全国平均の約
２・５倍であることや、丹後町在住の木村次郎右衛門

さんが男性長寿世界一で
あることを紹介。「長寿の
まちの要因は、魚の摂取
量が多いことなど、日々の
生活習慣の積み重ねがも
らたしているのではないか」
などと説明しました。

　

毎
年
、
日
本
で
は
約
３
万
人
、
京
都
府
内
で
は
６
０
０
人
近
く
の
人
が
、
自
殺

に
よ
っ
て
命
を
落
と
し
て
い
ま
す
。「
自
殺
予
防
」
と
聞
く
と
、「
自
分
と
は
全
く

関
係
な
い
」
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
自
殺
し
よ
う
と
悩
む
人
の
周
り
の
人
が
、

そ
の
サ
イ
ン
に
気
付
い
て
声
を
掛
け
る
こ
と
で
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

「
り
は
あ
さ
る
」
で
声
掛
け
を

京都府自殺
ストップセンター         

あ
な
た
も
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
に

0120-556-097
こ こ ろ  まるくなる

※臨床心理士、精神保健
福祉士が相談に応じます。

  月曜日～金曜日
（祝日・年末年始を除く）
　 9 時～20 時

リ
　
ハ
　
ー
　
サ
　
ル

　インフルエンザは、大きく分けると Aソ連型（H1N1）、
B 香港型（H3N2）、B 型の3 種類があり、これらが毎年
冬季に流行します。近年に流行した“新型インフルエンザ”

（正式名称：インフルエンザ【H1N1】2009）は、特別なウィ
ルスではないことが認められたため、通常の季節性イン
フルエンザとして扱われています。
　インフルエンザは、咳

せき
などの飛

ひ
沫
まつ

から感染し、平均 3
日間の潜伏期を経て発症します。症状は、突然の高熱、
咽
いん

頭
とう

痛、頭痛、筋肉痛、倦
けん

怠
たい

感
かん

などで、発熱は 2 〜 4
日ほど続くことが多いです。また、ときには下

げ
痢
り

や嘔
おう

吐
と

を伴うこともあります。

　インフルエンザ感染検査は、鼻の中や喉
のど

の粘膜を採
取して行い、結果もすぐに分かります。ただ、患者さんが
発熱した直後に検査した場合、感染していても陽性反応
が現れないことがあります。正確な検査が必要な場合は、

発熱から半日〜1日待って受診することをお勧めします。
　　

　インフルエンザワクチンの効果は、健康な成人で約
70 〜 90㌫です。子どもは、成人に比べるとやや効果
が薄いといわれますが、ある程度の効果は期待できます。
　ワクチンを接種しても、１００㌫予防できるわけではあ
りませんが、重症化予防や感染拡大防止の点から、積
極的な接種をお勧めします。
　

　インフルエンザの治療は、解熱薬などの対処療法に
加えて抗インフルエンザ薬があります。内服薬（タミフル）、
吸入薬（リレンザ、イナビル）、点滴（ラピアクタ）があり、
必要に応じて処方することになります。発症後 48 時間
までに投与すれば、病期の短縮が期待できます。
　軽症例の場合は、投薬なしで経過観察となることもあ
りますが、受診時には医師の指示に従い、不明な点は
ご相談ください。

　冬の病気といえば〝インフルエンザ〟。
今回は、インフルエンザの症状や治療法
について、杉本医師に聞きます。

インフルエンザが流行する前に
インフルエンザの症状と治療法

足立歯科医長の論文が最優秀研究
オーラルヘルスケア・マネジメントの効果を研究し発表

足
あ
立
だち
圭
けい
司
じ
歯科医長

赤木院長に機関誌「Aging & Health」が取材

機 関 誌「Aging 
& Health」（写真
は 2011年夏号）

京丹後の長寿について語る

取材に応じる赤木院長（右）

 

京
都
府
丹
後
保
健
所
福
祉
室

　
　
　
（
☎
６
２
‐
４
３
０
２
）

　
京
丹
後
市
・
健
康
推
進
課

　
　
　
（
☎
６
９
‐
０
３
５
０
）

府
内
６
０
０
人
の
自
殺
者
を
救
お
う
。

誰
も
が
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
。
み
ん
な
で
声
を
掛
け
合
い
自
殺
予
防

京都府で取り組んでい
る市民生活にかかわる
事業などについて紹介
しています。

　
「
り
」
は
、「
リ
ス
ク
評
価
」
で
す
。

悩
ん
で
い
る
人
が
死
に
た
い
と
思
っ

て
い
る
の
か
、
は
っ
き
り
と
尋
ね
る

こ
と
で
リ
ス
ク
が
ど
の
程
度
あ
る
の

か
を
評
価
し
ま
す
。

　「
は
」
は
、「
判
断
・
批
判
せ
ず
に

聴
く
」
で
す
。
目
の
前
の
人
が
ど
ん

な
気
持
ち
で
い
る
の
か
、
じ
っ
く
り

と
話
を
聴
い
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　「
あ
」
は
、「
安
心
・
情
報
を
与
え

る
」
で
す
。
相
談
者
に
「
一
緒
に
考

え
て
く
れ
て
い
る
」
と
思
っ
て
も
ら

う
こ
と
、
ま
た
適
切
な
情
報
提
供
が

大
き
な
安
心
感
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　「
さ
」
は
、「
サ
ポ
ー
ト
を
得
る
よ

う
に
勧
め
る
」
で
す
。
医
師
や
相
談

機
関
な
ど
専
門
家
に
診
て
も
ら
う
こ

と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
ま
す
。

　「
る
」
は
、
セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
の
「
る
」

で
す
。
気
持
ち
を
和
ら
げ
る
た
め
に

自
分
で
で
き
る
方
法
を
勧
め
て
み
ま

し
ょ
う
。

　　
日
ご
ろ
か
ら
「
り
は
あ
さ
る
」
に

気
を
付
け
、
身
近
で
悩
ん
で
い
る
人

が
発
す
る
心
の
サ
イ
ン
に
寄
り
添
っ

て
い
く
こ
と
が
、
地
域
で
の
自
殺
予

防
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　
丹
後
保
健
所
で
は
、
精
神
保
健
福

祉
士
に
よ
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
相

談
を
随
時
行
っ
て
い
ま
す
（
☎
６
２
‐

４
３
０
２
）。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

※ 嚥下機能：食べ物を飲み込む機能
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生
ま
れ
故
郷
の
弥
栄
町
を
離
れ
て
48
年
。

故
郷
に
は
自
慢
で
き
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
な
か
で
も
幼
い
こ
ろ
か
ら
思
い
出

が
詰
ま
っ
た
ス
ポ
ッ
ト
、
そ
れ
が
弥
栄
町
の

中
心
部
を
流
れ
る
竹

野
川
を
眼
下
に
見
下

ろ
す
〝
金こ

ん

剛ご
う

童ど
う

子じ

山
”

（
６
１
３・４
㍍
）
で
す
。

　
幼
い
こ
ろ
は
毎
年
、
家
族
全
員
で
山
菜
取

り
を
兼
ね
て
山
登
り
を
し
〝
飯
ご
う
炊
飯
”

を
山
頂
で
し
た
り
み
ん
な
で
歌
を
歌
っ
た
り
。

山
頂
か
ら
眺

め
る
景
色
に

感
激
し
た
こ

と
が
、
つ
い
先

日
の
よ
う
に

よ
み
が
え
っ
て

き
ま
す
。
楽

し
み
が
少
な

い
時
代
に
、
こ
う
し
た
こ
と
で
家
族
の
絆
が

深
ま
っ
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
当
時
、
私
も
子
ど
も
心
に
「
将
来
自
分
の

子
ど
も
た
ち
を
連
れ
て
行
き
た
い
」
と
夢
を

抱
き
ま
し
た
。
こ
の
夢
も
十
数
年
前
に
い
っ

た
ん
実
現
し
た
も
の
の
、
私
の
腰
痛
の
悪
化

か
ら
中
断
し
て
い
る
こ
と
が
心
残
り
で
す
。

　
こ
の
山
は
、
長
い
年
月
も
の
間
、
私
た
ち

の
郷
里
が
大
き
な
災
害
を
受
け
る
こ
と
な
く

見
守
っ
て
い
て
く
れ
る
守
護
山
と
し
て
の
〝

神
秘
さ
〟
さ
え
感
じ
ら
れ
、
子
ど
も
の
こ
ろ

か
ら
苦
し
い
と
き
の

神
頼
み
的
な
存
在

と
な
り
、
願
い
を
込

め
て
手
を
合
わ
せ
る
習
慣
が
つ
い
て
い
ま
し

た
。

　
今
年
３
月
の
東
日
本
大
震
災
や
原
発
事
故

に
よ
り
大
勢
の
か
た
が
犠
牲
に
な
ら
れ
、
ま

た
、
９
月
の
大
型
台
風
に
よ
り
和
歌
山
県
と

奈
良
県
な
ど
で
被
災
さ
れ
た
か
た
が
た
の
こ

と
を
思
い
な
が
ら
、
一
日
で
も
早
い
復
旧
復

興
を
祈
願
し
、
帰
省
の
都
度
、
金
剛
童
子
山

に
手
を
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

　
私
の
体
が
動
く
う
ち
に
、
も
う
一
度
登
っ
て

幼
い
こ
ろ
の
思
い
出
に
浸
り
、
わ
が
故
郷
〝
京

丹
後
”
の
さ
ら
な
る
発
展
と
あ
ら
ゆ
る
願
い
を

弥
栄
町
の
シ
ン
ボ
ル
〝
金
剛
童
子
山
〟
に
託
し

て
み
た
い
―
―
。

　
そ
ん
な
思
い
を
抱
き
つ
つ
、
今
後
も
京
丹

後
ふ
る
さ
と
応
援
団
の
活
動
に
も
力
を
入
れ

て
い
き
ま
す
。

▼
11
月
号
で
図
書
館
の
利
用
状
況
を
読
み
ま
し
た
。

私
だ
け
で
な
く
、
ほ
か
の
人
も
中
学
生
に
な
る
と

本
を
読
む
機
会
が
激
減
し
て
し
ま
う
の
か
な
と

思
い
ま
し
た
。
も
っ
と
図
書
館
を
利
用
し
た
い
と

思
い
ま
し
た
。　
　
　
　
【
丹
後
町・10
代・女
性
】

▼
11
月
号
の
京
丹
後
人
、
峰
山
高
校
軽
音
楽
部
の

皆
さ
ん
、
大
会
出
場
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
応
援
し
て
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
【
大
宮
町
・
10
代
・
男
性
】

▼
11
月
号
の
「
健
康
だ
よ
り
」
で
、
糖
尿
病
予
防

が
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
寒
く
な
り
ま

す
が
、
運
動
と
野
菜
の
摂
取
を
頑
張
り
ま
す
。
い

い
記
事
を
読
ま
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
大
宮
町
・
60
代
・
女
性
】

▼
「
健
康
だ
よ
り
」
は
す
ご
く
う
れ
し
い
で
す
。
病

気
の
予
防
が
で
き
ま
す
。
自
分
が
何
の
異
常
も

な
く
て
も
知
っ
て
お
け
ば
対
応
が
で
き
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
【
久
美
浜
町
・
60
代
・
男
性
】

▼
11
月
号
の
「
弥
栄
町
吉
沢
区
で
太た

い

鼓こ

輿ご
し

が
復
活
」

に
感
動
し
ま
し
た
。
多
く
の
か
た
の
努
力
や
苦

労
が
あ
っ
た
こ
と
と
想
像
し
ま
す
。
い
つ
ま
で
も

続
け
て
く
だ
さ
い
。　
【
網
野
町
・
60
代
・
女
性
】

▼
「
弥
栄
町
吉
沢
区
で
太
鼓
輿
が
復
活
」
と
い
う

見
出
し
に
、
思
わ
ず
写
真
に
見
入
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
地
区
の
か
た
が
た
の
力
で
23
年
ぶ
り
の
復

活
。
と
て
も
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
網
野
町
・
30
代
・
女
性
】

▼
弥
栄
町
吉
沢
区
で
の
23
年
ぶ
り
の
太
鼓
輿
の
復
活

に
感
動
し
ま
し
た
。
年
代
を
超
え
て
、
住
民
が
一

つ
に
な
っ
て
や
り
遂
げ
る
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
ま

し
た
。
最
近
で
は
隣
の
人
と
の
付
き
合
い
も
少
な

く
な
っ
た
中
、
近
所
の
付
き
合
い
の
大
切
さ
を
感

じ
ま
し
た
。　
　
　
　
【
大
宮
町
・
60
代
・
女
性
】

▼
11
月
号
の
京
丹
後
ス
ポ
ー
ツ
で
、
市
小
学
校
駅

伝
で
私
の
母
校
の
橘
小
学
校
（
私
の
時
代
は
旧

浜
詰
小
）
が
２
年
連
続
V
と
大
会
新
記
録
で
大

活
躍
で
す
ね
。
少
子
化
で
小
さ
な
学
校
で
す
が

お
め
で
と
う
！
私
の
娘
も
小
・
中
学
校
と
駅
伝

の
選
手
と
し
て
活
躍
し
た
こ
と
が
ダ
ブ
り
、
う
れ

し
く
思
い
ま
し
た
。　
　
【
網
野
町・
60
代・男
性
】

▼
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
。
京
丹
後
で
も
い
ろ
ん
な
ス
ポ
ー

ツ
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。橘
小
が
２
連
覇
。

３
連
覇
に
向
け
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
久
美
浜
町
・
60
代
・
女
性
】

▼
冬
も
節
電
が
必
要
な
よ
う
で
す
。
湯
タ
ン
ポ
、
石

油
ス
ト
ー
ブ
な
ど
が
見
直
し
さ
れ
る
と
き
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
丹
後
町
・
60
代
・
女
性
】

▼
11
月
号
「
消
防
の
ひ
ろ
ば
」
の
阪
神
大
震
災

〝
近
助
”
の
力
で
２
万
７
０
０
０
人
を
救
助
さ

れ
た
記
事
。
本
当
に
い
つ
震
災
が
起
こ
る
か
分

か
ら
な
い
で
す
ね
。
私
の
隣
家
は
独
居
の
か
た

が
お
ら
れ
、
時
々
、
訪
問
し
て
声
掛
け
を
心
掛

け
て
い
ま
す
。         　
【
大
宮
町・70
代・女
性
】

▼
災
害
は
い
つ
自
分
に
降
り
か
か
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
近
所
付
き
合
い
を
大
切
に
し
、
い
ざ
と
い
う

と
き
に
「
近
助
」
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
大
宮
町
・
50
代
・
女
性
】

▼
生
命
の
絆
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
幸
せ
そ
う
で
い
い
で

す
。
図
書
館
だ
よ
り
も
楽
し
み
で
す
。
も
っ
と
い

っ
ぱ
い
載
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
網
野
町
・
40
代
・
男
性
】

▼
11
月
号
の
ふ
る
さ
と
応
援
談
話
の
〝
い
と
お
し
い

丹
後
弁
”
を
読
ん
で
、
丹
後
弁
の
良
さ
や
温
か

さ
を
見
直
し
ま
し
た
。
大
切
に
し
て
い
き
た
い
で

す
ね
。　
　
　
　
　
　
【
大
宮
町
・
60
代
・
女
性
】

▼
最
近
、
写
真
が
多
く
な
り
広
報
き
ょ
う
た
ん
ご
を

楽
し
く
読
ん
で
い
ま
す
。
２
カ
月
に
１
回
、
目
が

不
自
由
な
か
た
の
た
め
に
広
報
記
事
の
吹
き
込

み
を
し
て
い
ま
す
。　
　
【
網
野
町
・
60
代
・
女
性
】

　
Ｋ
Ｔ
Ｒ
（
北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道
）
の
一
部
路

線
の
存
廃
が
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
障
害
者

に
と
っ
て
は
、
Ｋ
Ｔ
Ｒ
は
出
か
け
る
と
き
の
大

切
な
手
段
で
す
。
私
は
Ｋ
Ｔ
Ｒ
利
用
促
進
運
動

に
協
力
し
よ
う
と
、
宮
津
や
舞
鶴
、
福
知
山
に

行
く
と
き
で
も
Ｋ
Ｔ
Ｒ
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
近
距
離
で
も
い
い
の
で
乗
る

こ
と
が
大
事
。
市
民
が
月
に
一
度
、
Ｋ
Ｔ
Ｒ
を

利
用
す
る
こ
と
で
実
績
は
大
き
く
上
が
り
ま
す
。

　
私
が
所
属
す
る
障
害
者
団
体
で
も
、
行
事
に

参
加
す
る
と
き
は
Ｋ
Ｔ
Ｒ
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

　
『
市
民
の
皆
さ
ん
、
気
張
っ
て
Ｋ
Ｔ
Ｒ
に
乗
り

ま
し
ょ
う
！
』    　
【
住
所
、
年
齢
、
性
別
不
明
】

　　

Ｋ
Ｔ
Ｒ
利
用
促
進
運
動
へ
の
ご
協
力
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

よ
り
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
乗
車
す
る

こ
と
が
こ
の
運
動
の
実
績
と
な
り
、
Ｋ
Ｔ
Ｒ

を
未
来
の
子
ど
も
た
ち
へ
つ
な
い
で
い
く
大

き
な
力
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
運
動
が
さ
ら
に
盛
り
上
が
り
ま
す
よ

う
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
さ
ら
な
る
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
【
企
画
政
策
課
】

　
婚
姻
届
の
用
紙
を
も
ら
い
に
市
民
局
に
行
き

ま
し
た
が
、「
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
の
一

言
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
事
務
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
は
書
か
れ
て
い
な
く
て

も
、
温
か
い
対
応
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
　
　
【
住
所
不
明
・
20
代
・
男
性
】

　

市
役
所
や
市
民
局
の
窓
口
に
お
い
て
は
、

個
人
情
報
に
関
わ
る
諸
届
を
受
理
す
る
こ
と

が
多
く
あ
り
ま
す
。
良
か
れ
と
思
っ
て
発
し

た
言
葉
が
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵
害
す
る
こ
と

に
な
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
（
こ
の

ケ
ー
ス
で
も
、
他
人
に
知
ら
れ
た
く
な
い
人

が
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）。

　
「
窓
口
対
応
が
感
情
に
乏
し
い
」
と
思
わ
れ

る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
個
人

情
報
の
漏
え
い
に
配
慮
し
て
の
こ
と
で
す
の

で
、
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　

  【
市
民
課
】

【農　業】

【元３等空尉】【元京丹後市消防司令長】

（
丹
後
町
此
代
）

久く

下げ 

一か
ず

雄お 

さ
ん(

66)
　昭和 36 年1月から27年間にわたり消
防業務に従事し地域防災に尽力。また、
他の模範として活躍するなど、その功績が
評価されました。

　地域の有機資源を利用した循環型農
業や化学肥料や化学農薬を低減した農
産物生産に先駆的に取り組むなど、それ
らの功績が評価されました。

　昭和 59 年11月から現在まで多年に
わたり保護司として活躍。この間、更生
保護の推進に寄与するなど、その功績が
評価されました。

【保護司】

秋 の 褒 章
藍綬褒章（更生保護功績）

　昭和 44 年 6月から35 年間にわたり
航空自衛隊員として、国の防衛に尽力。日
本領域内の空の警戒監視など、長年の功
績が評価されました。

　昭和 38 年 4月から41 年間にわたり消
防業務に従事し地域防災に尽力。特に平
成元年から消防司令長として統括的な指揮
を行うなど、長年の功績が評価されました。

（
弥
栄
町
野
中
）

藤ふ
じ

原わ
ら 

り
つ 

さ
ん（
58
）

　昭和 58 年 9月から現在まで福祉現
場で活躍。多年にわたり社会福祉従事
者として献身的に取り組んでこられたこと
などの功績が評価されました。

【特別養護老人ホーム
　　　　　　　満寿園施設長】

厚生労働大臣表彰
社会福祉功労者

（間人中学校 3年生）
 民

た み

谷
や

 隆
た か

信
の ぶ

 君

　11月 6日、平成 23 年度ふるさと海
づくり大会（宮津市）が開催。京都府海
の子作品展の表彰で、イカ釣り漁船を
描いた民谷君の絵が京都府知事賞に輝
きました。

京都府「海の子」作品展
絵画部門　京都府知事賞

危険業務従事者叙勲
瑞宝単光章（防衛功労）

秋 の 叙 勲
瑞宝双光章（消防功労）

秋 の 褒 章
黄綬褒章（業務精励・農業）

（
弥
栄
町
溝
谷
）

上う
え

田だ 

俊し
ゅ
ん

六ろ
く 

さ
ん(

70)

野の

木ぎ 

武た
け
し 

さ
ん(

51)

（
峰
山
町
吉
原
）

柴し
ば

山や
ま 

康や
す

彰あ
き 

さ
ん(

75)

（
丹
後
町
大
山
）

（
峰
山
町
菅
）

冨と
み

永な
が 

英え
い

司じ 

さ
ん(

61)

危険業務従事者叙勲
瑞宝単光章（消防功労）

【元弥栄町消防団 団長】

（丹後町岩木）

▲金剛童子山の山頂からの眺望
（上）と麓からの景色（左）

マ
ニ
ュ
ア
ル
ど
お
り
で
な
い
窓

口
対
応
を

み
ん
な
の

ご
意
見
箱
か
ら

声

個
人
情
報
を
扱
う
た
め
、
対
応
に

配
慮
し
て
い
ま
す

気
張
っ
て
Ｋ
Ｔ
Ｒ
に
乗
り
ま

し
ょ
う
！

Ｋ
Ｔ
Ｒ
を
未
来
の
子
ど
も
た
ち

へ
つ
な
ぐ
力
に

神
かみ

村
むら

　建
たつ

男
お

 さん（66）
京都府綴

つづ

喜
き

郡
ぐん

井手町在住
弥栄町出身
京丹後ふるさと応援大使

「
京
丹
後
ふ
る
さ
と
応
援
団
員
」
の
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た

だ
い
た
故
郷
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
想
い
を
お
届
け
し
ま
す
。

  

金こ
ん

剛ご
う

童ど
う

子じ

山
に
思
い
は
せ

広
報
ク
イ
ズ
の
応
募
は
が
き
か
ら
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第
47
回
久
美
浜
湾
一
周
駅
伝
競
走

大
会
（
市
教
委
な
ど
主
催
）
が
11
月

23
日
、久
美
浜
町
の
浜
公
園
を
ス
タ
ー

ト
・
ゴ
ー
ル
に
開
催
さ
れ
、
１
０
６

チ
ー
ム
、
６
３
６
人
が
、
た
す
き
を

つ
な
ぎ
ま
し
た
。

　
コ
ー
ス
は
、
久
美
浜
湾
沿
い
の
15
・

６
㌔
。
同
町
在
住
、
在
勤
者
チ
ー
ム

を
１
部
、
そ
れ
以
外
を
２
部
と
し
、

男
女
別
計
８
部
門
で
６
区
間
を
競
い

ま
し
た
。

　

午
前
10
時
の
号
砲
と
と
も
に
、
第

一
走
者
が
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
。
選
手
た

ち
は
、
沿
道
か
ら
大
き
な
声
援
を
受

け
な
が
ら
懸
命
に
た
す
き
を
つ
な
ぎ
、

秋
の
久
美
浜
路
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

　
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
。

（
各
部
門
の
一
位
）

【
男
子
】
▼
一
般
１
部　
Ｊ
・
Ｒ
Ｃ 

Ａ
▼

同
２
部　
豊
岡
居
酒
屋
漁
珍
▼
学
生
１

部　
高
龍
中
駅
伝
部
Ａ
▼
同
２
部　
網

野
高
Ａ

【
女
子
】
▼
一
般
２
部　

タ
ケ
チ
ャ
ン

フ
ァ
ー
ム
レ
デ
ィ
ー
ス
▼
学
生
１
部　

高
龍
中
駅
伝
部
▼
同
２
部　
網
野
中
女

子
駅
伝
部

【
オ
ー
プ
ン
】
峰
山
中
男
子

久美浜湾一周駅伝競走大会
　106チーム・636人がたすきつなぐ 11月23日

　

京
丹
後
市
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大

会
（
市
教
委
主
催
）
が
11
月
６
日
、
大

宮
社
会
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
小
学
生

か
ら
80
代
ま
で
の
約
70
人
が
参
加
し
、

さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
体
力
と
健
康
づ
く
り
、

お
互
い
の
交
流
と
親
睦
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
に
毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、

今
年
で
７
回
目
。
種
目
は
、ビ
ー
チ
ボ
ー

ル
を
用
い
た｢

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー｣

と
直
径
１
・
22
㍍
、
重
さ
約
１
㌔
の
巨
大

な
キ
ン
ボ
ー
ル
を
使
っ
た｢

き
ば
れ
ぇ｣

。

　
参
加
チ
ー
ム
は
職
場
の
同
僚
や
家
族
、

友
人
ら
と
和
気
あ
い
あ
い
に
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
。

（
各
ゾ
ー
ン
の
一
位
）

【
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
】
▼
Ａ
ゾ
ー
ン

　
ふ
ん
ば
れ
ぇ
▼
Ｂ
ゾ
ー
ン　
ひ
ま
わ

り
の
種
▼
Ｃ
ゾ
ー
ン　
ウ
ッ
チ
ー
ズ
Ｂ

【
き
ば
れ
ぇ
】
▼
Ｄ
ゾ
ー
ン　
ｓ
ｑ
ｕ

ｉ
ｄ
ｓ
～
ス
ク
イ
ッ
ズ
▼
Ｅ
ゾ
ー
ン　

し
ゃ
っ
て
も
Ｗ
Ｉ
Ｎ
！
▼
Ｆ
ゾ
ー
ン　

Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ａ

京丹後市ニュースポーツ交流大会
11月6日

❶号砲で一斉にスタートす
る第１走者❷選手宣誓をする

「チームこうりゅう」キャプテン
の松田正則選手❸・❺懸命
にたすきをつなぐ選手❹ゴー
ルテープを最初に切った網野
高Ａ（男子学生２部）❻表彰
式の様子（男子学生２部）❼
決勝記録に従事する大会運
営スタッフ

山
口
国
体
の
結
果

　
第
66
回
国
民
体
育
大
会
（
山
口
国
体
）
に
出
場
し
、
優
秀
成

績
を
収
め
た
、
市
内
在
住
の
か
た
を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

70人和気あいあい
〝
き
ば
れ
ぇ
〟を
楽
し
む
参
加
者
た
ち

生まれてきてくれてありがとう

　このコーナーでは、弥栄病院で赤ちゃん誕生の瞬間を喜ぶご家族の姿を紹
介します。ご応募いただいたすべてのかたを掲載しています。どしどしご応
募ください。詳しくは秘書広報広聴課「生命の絆」係まで  ☎ 69-0110

《
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
》（
10
月
８
日
～
10
日
／

山
口
県
下
関
市
）

▽
少
年
男
子
62
㌔
級
ト
ー
タ
ル
決
勝
・
３
位
・
本
田

大
智
（
加
悦
谷
高
１
年
・
大
宮
中
出
身
）

坂田 こまちちゃん（女の子）
8月生まれ・2,572㌘

母：愛
まな

美
み

さん　父：涼
りょう

さん

（大宮町善王寺）

布
ふ

野
の

 和
かず

輝
き

ちゃん（男の子）
11月生まれ・3,044㌘
母：麻

あさ

子
こ

さん　父：学
まなぶ

さん

（大阪府茨木市／実家：網野町島津）

川戸 彩
あや

愛
な

ちゃん（女の子）
11月生まれ・2,958㌘
母：さやかさん　父：佑

ゆう

也
や

さん

（弥栄町堤）

𠮷岡 茉
ま

穂
ほ

ちゃん（女の子）
10月生まれ・3,496㌘

母：友美子さん　父：利
とし

高
たか

さん

（京都府城陽市／実家：網野町網野）

藤原 敦
あつ

仁
と

ちゃん（男の子）
11月生まれ・3,026㌘
母：真

ま

澄
すみ

さん　父：慶
けい

多
た

さん

（峰山町新治）

橋本 陽
ひろみ

ちゃん（男の子）
11月生まれ・3,164㌘
母：さおりさん　父：安

やす

行
ゆき

さん

（峰山町荒山）

さと
がえ
り

さと
がえ
り

202011.122011.1221

※ AET（Assistant English Teacher）とは…小中学校で英語授業の補助を行う外国人助手

Ａ
Ｅ
Ｔ
３
人
が
活
躍

　

市
教
育
委
員
会
は
、
小
中
学
校
の
英

語
教
育
の
充
実
を
図
り
国
際
理
解
教
育

を
推
進
す
る
た
め
、
６
人
の
英
語
指
導

助
手
（
※

Ａ
Ｅ
Ｔ
）
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
８
月
、
Ａ
Ｅ
Ｔ
の
退
任
に
伴
い

左
の
３
人
を
任
命
。
英
語
の
授
業
を
通

し
て
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
交
え
な
が
ら
ユ

ニ
ー
ク
な
語
学
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ジェニファー・
ブラッドベリー（23）

デイヴィッド・
グリーンウッド（24）	

メレディス・
フェルトン（26）

出
身
国
：
ア
メ
リ
カ

配
置
先
：
久
美
浜
町

出
身
国
：
カ
ナ
ダ

配
置
先
：
弥
栄
町

出
身
国
：
イ
ギ
リ
ス

配
置
先
：
網
野
町

すわ た し た ち が お し え て い ま

5

2 3 4

76

1



▼
11
月
22
日
、
本
年
度
の
自
治
体
病

院
全
国
大
会
が
都
内
で
開
催
さ
れ
、

光
栄
な
こ
と
に
全
国
の
自
治
体
首
長

の
中
か
ら
フ
ォ
ー
ラ
ム
座
長
の
指
名
を

い
た
だ
き
、
出
席
し
て
き
ま
し
た
。
全

国
か
ら
約
４
０
０
名
の
自
治
体
病
院

長
、
首
長
を
は
じ
め
医
療
行
政
関
係

者
が
参
集
し
、「
地
域
医
療
の
再
生
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
と
討
論
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

▼
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
冒
頭
、
座
長
と
し
て

あ
い
さ
つ
の
機
会
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
の
地
域
の
医

療
を
住
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に

ま
す
ま
す
大
切
に
考
え
て
い
く

助
け
に
、
そ
の
要
旨
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

▼
『
全
国
各
地
の
自
治
体
病
院
を
巡

っ
て
は
、
医
師
を
は
じ
め
ス
タ
ッ
フ
の

慢
性
的
な
不
足
に
見
舞
わ
れ
、
経
営

難
や
時
に
地
域
の
存
立
も
問
わ
れ
て

い
る
。
厳
し
い
環
境
の
中
で
の
病
院

運
営
だ
か
ら
こ
そ
、
今
〝
原
点
”
を

大
切
に
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。
自
治

体
病
院
の
原
点
と
は
〝
住
民
や
患
者

を
運
営
の
ど
真
ん
中
に
据
え
る
こ
と
”、

こ
の
当
た
り
前
の
こ
と
が
極
め
て
大
切

だ
。
病
院
は
も
ち
ろ
ん
病
院
の
た
め
に

あ
る
わ
け
で
な
く
、
病
気
を
治
せ
ば
す

べ
て
済
む
わ
け
で
も
な
い
。
大
切
な
の

は
、
治
療
す
る
こ
と
と
と
も
に
病
気
の

背
景
に
あ
る
〝
人
を
診
る
、
人
を
支
え

る
、
人
に
寄
り
添
う
”
こ
と
。
病
気
と

い
う
よ
り
人
を
真
ん
中
に
置
く
。
そ
の

姿
勢
が
あ
っ
て
初
め
て
、
①
た
と
え
医

師
が
少
な
く
て
も
、
診
療
科
の
垣
根
を

越
え
た
連
携
が
促
さ
れ
、
医
師
の
専
門

性
を
越
え
て
総
合
性
も
兼
ね
備
え
た

総
合
医
的
な
ス
ー
パ
ー
ド
ク
タ
ー
へ
、

②
病
院
の
垣
根
を
越
え
、
保
健
や
福

祉
の
分
野
と
お
の
ず
と
境
界
な
く
連

携
し
一
体
化
へ
、
③
地
域
に
も
開
か
れ

て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
は
じ
め
住
民
と
と

も
に
病
院
づ
く
り
、
そ
し
て
ま
ち
づ
く

り
へ
、
と
進
ん
で
い
く
。
国
な
ど
へ
の

制
度
要
望
も
と
て
も
大
切
で
あ
る
が
、

同
時
に
私
た
ち
が
自
ら
で
き
る
こ
と
を

懸
命
に
行
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
。
そ

の
原
点
こ
そ
が
、
患
者
や
住
民
を
ど
真

ん
中
に
、
医
師
を
は
じ
め
多
く
の
分
野

の
人
と
人
と
の
絆
の
力
と
心
を
、
ま
す

ま
す
一
つ
に
高
め
て
い
く
こ
と
』

▼
弥
栄
病
院
、
久
美
浜
病
院
は
、
両
院

長
先
生
を
は
じ
め
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
皆

さ
ん
の
懸
命
な
ご
努
力
で
、

21
年
度
か
ら
２
期
連
続
で

収
益
的
収
支
が
黒
字
と
な

り
、
課
題
は
あ
り
ま
す
が
経
営
状
況
は

着
実
に
改
善
し
て
き
て
い
ま
す
。

▼
実
は
、
私
の
あ
い
さ
つ
で
申
し
上
げ

た
内
容
は
す
べ
て
、
両
病
院
に
お
い
て

院
長
先
生
を
は
じ
め
医
療
ス
タ
ッ
フ
の

皆
さ
ん
が
誠
心
誠
意
、
実
践
を
重
ね
て

こ
ら
れ
た
事
実
に
基
づ
く
も
の
。
こ
の

こ
と
を
と
て
も
誇
ら
し
く
思
い
ま
す
。

い
つ
も
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
同
じ
く
、
本
市
の
素
晴
ら
し
い
民

間
病
院
、
診
療
所
・
医
院
の
皆
さ
ん
に

も
、
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
京
丹
後
市
長
　
中
山
　
泰   

11月22日に都内で開かれた地域医療再生フォーラム
の様子（討論では、中山市長が座長として出席。赤木・
久美浜病院長からも積極的な発言がなされました）

12/23㊎～1/15㊐

23 2011.12

  観光振興課☎ 69-0450

10

人
に
寄
り
添
う
医
療
こ
そ

自
治
体
病
院
全
国
大
会
に
参
加
し
て

▼次のプログラムも実施
12/23 ㊎　Ａは午前10 時～、Ｂは午前11時～と午後1時 30 分～
　Ａ「ジオパークの大地の模型をつくろう」　
　Ｂ「ジオパークと地震―建物の揺れ方や液状化をためそう」

12/24 ㊏  午後 1時～
　Ｃ「琴引浜の砂に入っている有孔虫を観察しよう」　

12/25㊐  午後 2 時～
　Ｄ「琴引浜周辺の魚介類・海藻類のおいしい料理方法」　

テーマは 「生き物」
琴引浜鳴き砂文化館でジオキャラバン

場　所　琴引浜鳴き砂文化館（網野町掛津 1250）

　今回は海の生き物をテーマとして、
琴引浜鳴き砂文化館でパネルや拡大
模型を展示します。
　私たちの住む山陰海岸の面白さや
魅力を感じ取れる特別展示です。
　ぜひ、遊びに来てください。
（期間中、京丹後市内小中学生とそのご
家族は文化館の入館料は無料です）

日本海の魚プラスティネーショ
ン標本

アオザメの剝
はく

製
せい

　府丹後文化会館で開催された「小町ろまん『短歌大会』」
「シルクファッションフェスティバル」「シンポジウム『健
康長寿』」。延べ2,700人を超える出演者、スタッフや一
般来場者などが参加し、京の文化を府内外に発信した。

11/6 シンポジウム「健康長寿」

国
民
文
化
祭
・
京
都
2011

10/30 小町ろまん「短歌大会」

11/3 シルクファッションフェスティバル



多文化交流講演会 11月 19日
アグリセンター大宮

　除雪作業で取り残された雪や道路脇に寄せられ
た雪などで、皆さんにご迷惑をおかけすることがあ
ります。スコップやスノーダンプで、ひとかき、ふ
たかき除雪へのご協力をお願いします。

　路上に車があると、その区間は除雪ができなく
なるほか、除雪車の脱輪などの大事故につながる
恐れがあります。やむを得ず駐車する場合は、赤い
旗などで目印を付けてください。

　路上にばらまかれた雪は、凍結して自動車のスリッ
プなどの事故につながり大変危険です。屋根の雪を
道路上に降ろしたときは各自で処理してください。

　市内の国・府道の一部に消雪装置が設置してあり
ます。作動中に車で走行するときには、水しぶきが
歩行者や民家への迷惑になりますので、速度を落と
すなど思いやりある運転を心がけてください。

　雪に埋もれた庭木や農作物、塀などを傷つける
恐れがあります。雪の下に何かあることが分かるよ
う、赤い旗などで目印を付けてください。
　獣害対策の電気柵なども、目印を付けるか、除
雪期間までに撤去するかしてください。

・車の通行を妨げる竹や木などは、所有者が速やか  
  に取り除いてください。
・歩道や路肩は除雪車での除雪は難しいので、各家
  庭や地域で除雪してください。
・溝ぶたを開けた後は必ず元に戻してください。
・積雪時の車の運転はスピードを控えてください。
　※児童生徒の通学時は、特に注意をして運転い
　　ただきますようお願いします。

久美浜町の

地
元
か
ら
14
人
を
雇
用

ウ
オ
ー
タ
ー
サ
ー
バ
ー

　
　
　
製
造
工
場
を
開
設

縫製工場跡

25 2011.12

安全・迅速な除雪作業にご協力を！ 除雪期間（12月1日〜3月15日）は
積雪10㌢以上で除雪車が出動します

 
除雪全般について：市建設部管理課（☎ 69-0510）
消雪装置について：府丹後土木事務所（☎ 0772-22-3245）

　今年も雪の季節がやってきました。市では、除雪計画を策定し、市内業者（74 業者）
や地区（77 地区）と一体となって除雪を行います。
 除雪路線は 2,559 路線で、総延長は 751キロメートルです。
　皆さんにご迷惑をお掛けすることがありますが、安全・迅速な除雪作業にご理解とご
協力をお願いします。

 情報政策課☎ 69-0130ＡＣＴＶ京丹後放送局（11ch）

　

11
月
19
日
、
多
文
化
交
流
講
演
会
が
ア
グ
リ
セ

ン
タ
ー
大
宮
で
開
か
れ
ま
し
た
。
京
丹
後
市
国
際

交
流
協
会
（
中
江
忠
宏
会
長
）
が
音
楽
を
通
じ
て
、

多
文
化
・
国
際
交
流
へ
の
関
心
を
高
め
て
も
ら
お

う
と
、
ピ
ア
ノ
デ
ュ
オ
の
ザ
イ
ラ
ー
夫
妻
（
南
丹

市
在
住
）
を
招
き
開
催
。
市
民
ら
約
２
３
０
人
が

講
演
と
演
奏
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　
舞
台
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
ザ
イ
ラ
ー
夫
妻
は
、「
中

世
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
多
く
の
家
庭
に
ピ
ア
ノ

が
あ
っ
た
。
自
宅
で
家
族
や
友
達
と
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
な
ど
の
曲
を
一
緒
に
弾
い
て
遊
ん
だ
の
が
連
弾

の
始
ま
り
」
と
、
ユ
ー
モ
ア
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ピ
ア
ノ
文
化
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
「
自
然
と
音
楽
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
ス
ラ
イ
ド
上

映
の
ほ
か
、
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
や
ピ
ル
ナ
イ
な
ど
の

８
曲
を
演
奏
。
夫
妻
の
息
が
合
っ
た
連
弾
に
、
来

場
者
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
※
こ
の
事
業
は
宝
く
じ
の
助
成
金
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

ザイラーピアノデュオに 230 人

▲
２
人
の
息
を
合
わ
せ
華
麗
に

曲
を
奏
で
る
ザ
イ
ラ
ー
夫
妻

▶
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
、
笑
顔
で

答
え
る
ザ
イ
ラ
ー
夫
妻

　
機
器
部
品
の
組
立
製
造
業
の
橋
本
精
工
㈱

（
橋
本
一
哉
社
長
・
本
社
＝
豊
岡
市
日
高
町
）

が
、11
月
24
日
、久
美
浜
町（
栄
町
）に
ウ
オ
ー

タ
ー
サ
ー
バ
ー
の
製
造
工
場
を
開
設
し
ま
し

た
。　

　
同
社
は
、
同
所
に
あ
っ
た
衣
料
品
縫
製
工

場
跡
（
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
２
階
建
敷
地
面

積
６
６
０
０
平
方
㍍
）
を
買
い
取
り
、
こ
の

ほ
ど
開
設
し
た
も
の
。
製
品
の
検
査
と
組
み

立
て
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
同
社
は
工
場
の
開
設
に
伴
い
京
丹
後

市
内
か
ら
14
人
を
新
規
雇
用
。
東
日
本
大
震

災
以
降
、
安
心
で
き
る
水
の
需
要
が
増
え
た
こ

と
か
ら
、〝
水
”
に
着
目
し
、
メ
ー
カ
ー
と
し

て
事
業
拡
大
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

番組名 放送回数 放送開始時間 更    新
サイクル

きょうたんごおしらせ版
（文字放送） ４回 / 日 7：00～/12：00～/15：00～/19：00～ 月２回

週間ニュース ６回 / 日 7：15～/  9：15～/12：15～/19：15〜/  20：30～/  21：15～ 毎月
京丹後特集番組－１（15 分） ５回 / 日 8：15～/13：30～/16：15～/17：15～/18：50～ 毎月
京丹後特集番組－２（30 分） ２回 / 日 9：00～/13：00～/20：45～/21：30～ 毎月
京丹後特集番組－３（60 分） ３回 / 日 10：00～/15：15～/19：30～ 毎月
健康体操 ２回 / 日 6：30～/18：15～ 半年

※放送番組・放送構成は、予告なく変更される場合があります。京丹後市行政情報番組

①リモコンの「番組表」ボタンを押す ②テレビ画面に番組表が表示されます

　を押す

※機種によって異なります

番組表は、リモコンボタンで簡単に見られます

久美浜町（栄町）で開設された製造工場

※機種によって異なります

番組表

242011.12

◆ 取り残しの雪の処理にご協力を◆

◆ 消雪装置で散水中は思いやり運転を◆

◆ 庭木や農作物などには目印を◆ ◆ そのほか注意してほしいこと◆

◆ 路上駐車はしないで◆

◆ 屋根の雪を道路に放置しないで◆

京丹後市国際交流協会
navi navinavinavinavi navinavi



京丹後市立図書館

◀それぞれの想いを込
めて作り上げた 11 冊
の絵本
▼手作り絵本を披露
する参加者

　今月号に掲載された記事からクイズを出題し
ます。全問正解者の中から抽選で 5人のかたに
図書カード 500円分をプレゼント！

10 月25 日、○○○○○観光連盟の総会がアミティ丹後で開催
12 月定例市議会。11月30 日は○○を着用し丹後ちりめんをPR
宇川美味しんぼ大会で出品された「○ミートボールの煮込み」

はがきに ①クイズの答え（○の中に入る数字
や文字）②住所 ③氏名〈ふりがな〉 ④年齢 ⑤
電話番号 ⑥広報紙の感想やイラスト、まちづ
くりへの提言などを明記して、秘書広報広聴課
まで（宛先は裏表紙を参照）。なお、いただい
た感想やイラストは広報紙に掲載することがあ
ります。※6番目の項目も忘れずご記入ください。

12 月 22 日（木）当日消印有効。当選者の
発表は来月号のこのコーナーで。

井元 ゑみ子さん（久美浜町三原）

大木 敏正さん（大宮町奥大野）

鴨田 聡子さん（大宮町善王寺）

堀井 真理子さん（峰山町安）

松岡 貴子さん（網野町下岡）

①夢風船　② 23　③橘小

応募総数 23 人、全員正解でした。たくさ
んのご応募ありがとうございました。

◆ 11月号当選者

◆ 11月号の答え

◆締め切り

◆応募方法

広報クイズ
問 1
問 2
問 3

12月図書館カレンダー
日 月 火 水 木 金 土
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14

1
1

　市立図書館では、8月から10月までの間に「手づくり絵本
教室」を計6回にわたり開催しました。図書館協議会の有志メ
ンバーが絵本づくりの講師と助言者。参加者11人は、地域の
民話や娘や孫のことを題材に、白紙の紙に絵や文章を苦心しな
がら書き「世界でたった1冊」の絵本を完成させました。
　その後、一人ひとりが作品の読み聞かせをしました。

　11月3日、丹後図書室で「ピーターと狼
おおかみ
」（交響的物語）

の読み聞かせコンサートを開催しました。65人の参加者は、
物語の展開などで曲調が変化する福山一美さん（丹後町）のピ
アノ演奏に合わせたお話に聞き入りました。
　また、「おむすびころりん」を題材に「読書へのアニマシオン」
（下参照）の中から間違い探しなども行い、参加者たちは楽し
いひとときを過ごしました。

読み聞かせのコンサートに聞き入る
参加者（11月 3 日・丹後図書室）

　読書が好きになるよ
う導くためにゲームや
遊びを通して読書に親
しみ、楽しみながら読
解力・表現力・コミュ
ニケーション力を伸ば
す国際的な読書指導の
方法です。

※「読書へのアニマシオン」

出演団体名（出演順）
①宇川小学校②浦嶋太鼓保存会③久美の浜太鼓保存会子
供太鼓④久美の浜太鼓保存会⑤城島太鼓⑥童夢⑦和太鼓
サークル雷神⑧弥栄溝谷太鼓

出演団体名（出演順）
①網野高校体操部②ジュニアエアロクラブ ブルーエンジェルス
③峰山幼稚園④若那会邦楽子供クラブ⑤きらり☆キッズお琴
教室⑥ 3B 峰山レディース峰山子供教室⑦ハーモニー若草⑧
JOY DANCE FACTORY ⑨伊根よさこい連⑩峰山中学校吹
奏楽部⑪箏曲菊謡会ジュニア部⑫プティエトワールモダンバレ
エ教室⑬丹後リズム新体操⑭久美浜子供太鼓あまべっこ⑮マ
リンバアンサンブルプチ紫音⑯峰山高等学校吹奏楽部

　雑誌『オレンジページ』で連載中の
エッセイが単行本化。作家の角田さん
が日々の暮らしの中で気付いたことや
思ったこと、大好きな旅や料理の話な
どを独特の語り口でつづった人気作家
の何気ない日常が詰まった一冊。

　地
じ

震
しん

の備
そな

えは「モシモ」ではなく「イ
ツモ」。防

ぼう

災
さい

を生
せい

活
かつ

の一
いち

部
ぶ

として捉
とら

え、
特
とく

別
べつ

なことをするのではなく、イツモの
生活のなかで地震に備える知

ち

恵
え

と工
く

夫
ふう

を、たくさんのイラストとともに伝
つた

える、
新
あたら

しい防災マニュアルです。

　

小
原
山
頂
に
あ
る
興
法
寺
は
、
和
銅
元

年
（
７
０
８
年
）
に
遍へ

ん

然ね
ん

上じ
ょ
う

人に
ん

が
開
い
た

と
伝
わ
る
真
言
宗
の
古
い
寺
で
す
。
真
言

宗
・
天
台
宗
は
密
教
と
も
呼
ば
れ
、
お
坊

さ
ん
が
修
行
を
す
る
た
め
、
山
の
上
の
不

便
な
場
所
に
建
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。こ
の
よ
う
な
寺
の
こ
と
を〝
山さ

ん

岳が
く

寺
院
”

ま
た
は
〝
山さ

ん

林り
ん

寺
院
”
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

京
丹
後
市
内
に
は
、
こ
の
よ
う
な
寺
が
た

く
さ
ん
あ
っ
た

こ
と
が
知
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

興
法
寺
の
名
前
が
記し

る

さ
れ
る
最も

っ
と

も
古
い

資
料
は
、
正し

ょ
う

応お
う

３
年
（
１
２
９
０
年
）
に

物も
の

部の
べ

家い
え

重し
げ

が

願が
ん

主し
ゅ

と
な

り
、
河か

わ

内ち
の

国く
に

（
現
在
の
大

阪
府
）
の
鋳い

物も

師じ

山や
ま

河か
わ

貞さ
だ

清き
よ

が
造
っ
た

鉄て
つ

湯ゆ

船ぶ
ね

（
重

要
文
化
財
）

で
す
。
こ
れ

は
、
現
在
、

宮
津
市
の
智

恩
寺
に
あ
り

ま
す
。

　
そ
の
後
、戦
国
時
代
に
は
衰
退
し
ま
す
が
、

江
戸
時
代
中
期
に
は
縁え

ん

城じ
ょ
う

寺じ

（
峰
山
町
橋

木
）
の
末ま

つ

寺じ

と
し
て
再
興
し
、
現
在
に
至

っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
本
堂

は
、
天て

ん

保ぽ
う

元
年

（
１
８
３
０
年
）に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
す
。

大
工
は
、
地
元
（
小
原
）
の
吉
岡
嘉
兵
衛
で

す
。
建
物
は
、桁け

た

行ゆ
き（
奥
行
き
）約
10・８
㍍
、

梁は
り

間ま

（
正
面
）
幅
約
８・
８
㍍
の
も
の
で
、

建
物
の
三
方
向
に
は
縁
が
回
っ
て
い
ま
す
。

内
部
は
、
内
陣
と
外
陣
に
分
か
れ
、
境
は

蔀し
と

戸み
ど

で
区
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
内
陣
に
は

須し
ゅ

弥み

壇だ
ん

（
本
尊
を
安
置
す
る
台
）
を
構
え
、

宮く
う

殿で
ん

の
内
部
に
本
尊
を
安
置
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
建
物
の
造
り
は
、
密
教
寺
院

の
本
堂
の
伝
統
を
受
け
継
い
で
い
ま
す
。

　

興
法
寺
本
堂
は
、
江
戸
時
代
後
期
に
建

て
ら
れ
た
真
言
宗
の
寺
と
し
て
代
表
的
な

も
の
と
評
価
さ
れ
、
平
成
12
年
３
月
７
日

付
け
で
京
都
府
登
録
文
化
財
（
建
造
物
）

に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。 吉沢

■親
おや

子
こ

のための
  地

じ

震
しん

ツイモノート
地震イツモプロジェクト／著

 ポプラ社

世界で 1 冊。手作り絵本が完成

読み聞かせコンサートで楽しいひととき

■よなかの散歩 角田光代／著
オレンジページ

丹後図書室

今月のおすすめ

市職員人事異動

退 職 ［11月30 日付 ]

久美浜病院 診療部 外科 医師
　　　　　宮前　眞人

異動  ［11月1日付 ] ※カッコは前所属

弥栄病院 技術部 臨床検査技師
　　　　　久代　直美

（久美浜病院 技術部 臨床検査技師）

久美浜病院 技術部 臨床検査技師
　　　　　野木　晴代

（弥栄病院 技術部 臨床検査技師）

※先月 11 月号で紹介した 11 月 1 日付の「異動」
は誤りでしたので上記のとおり訂正します。

新 規 ［12 月1日付 ] 

久美浜病院 診療部 外科 医師
　　　　　上田　英史

【訂正】

京
丹
後
市
の
文
化
財 

68

（
弥
栄
町
吉よ

し

沢さ
わ

）

興こ
う

法ぼ
う

寺じ

本ほ
ん

堂ど
う

正面右の人物と比べても、建物規模が大きな興法寺

（
文
化
財
保
護
課
）

密
教
寺
院
本
堂
の
伝
統
を
継
承

2627 2011.12 2011.12

図書館だより
◆開館時間／ 10時〜 18時 （峰山・あみののみ水曜は 19時まで）
　　　　　毎週月曜・毎月 1日は休館日（土日祝日と重なる場合は翌日）

◆貸出／ 1人 20点まで・2週間
◆ ／峰山図書館（☎ 62-5101）大宮図書室（☎ 69-0672）
　　あみの図書館（☎ 72-4946）弥栄図書室（☎ 65-2101）
　　久美浜図書室（☎ 82-1771）丹後図書室（☎ 69-0664）

沢

 開演…13：00（開場…12：30）
 京都府丹後文化会館（峰山町杉谷）
 子どもから大人まで幅広い年齢層が集まっての演奏会
 無料

12/18 ㊐

京都府丹後文化会館　インフォメーション

第 16 回 丹後和太鼓フェスティバル

 京都府丹後文化会館　☎ 62-5200

第 23 回 ジュニア文化祭

平成 23 年度丹後文化芸術祭
主催：丹後文化芸術祭実行委員会

 開演…13：00（開場…12：30）
 京都府丹後文化会館（峰山町杉谷）
 幼児から高校生までを対象とした、地域および学校

で文化活動を行っている団体などの発表会　  無料

12/25 ㊐
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若さあふれるひと・地域のよさを発見してくれる人・ひとつのことに夢中に打ち込むヒト

会 長 平
ひ ら

田
た

 好
よ し

宣
の ぶ

さん（58）網野町浅茂川

▼
早
く
も
年
の
瀬
。
皆
さ
ん
今

年
や
り
残
し
た
こ
と
は
な
い
で

す
か
？
大
掃
除
、
年
賀
状
、
忘

年
会
…
こ
う
考
え
る
と
12
月
も

瞬
く
間
に
走
り
去
る
よ
う
な
予

感
が
し
ま
す
▼
今
年
は
柿
が
豊

作
。
カ
メ
ム
シ
も
多
い
と
か
。

柿
が
た
く
さ
ん
実
っ
た
り
カ
メ

ム
シ
が
大
量
に
発
生
し
た
り
す

る
と
、
雪
が
た
く
さ
ん
降
る
と

聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
昨

年
の
年
末
に
京
丹
後
は
、
大
雪

に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
交
通
な

ど
に
支
障
が
出
ま
し
た
が
、
今

年
の
積
雪
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
？
▼
こ
れ
か
ら
寒
さ
が
一
段

と
増
し
て
き
ま
す
。
下
（
☟
）

の
風
邪
対
策
を
し
っ
か
り
行

い
、
丹
後
の
冬
な
ら
で
は
の

〝
食
”
や
〝
ス
ポ
ー
ツ
”
な
ど

を
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

／
輝　
　
　
　
　
　
　
　

男	 29,232人	 （－20）
女	 31,270人	 （－20）
計	 60,502人	 （－40）
世帯数	 22,222世帯	（＋1）
11月1日現在、カッコ内は前月比。

住民基本台帳による。

人口・世帯数

　
織
物
業
や
和
装
販
売
業
な
ど
を
営
む
７
業
者
で

構
成
す
る
異
業
種
交
流
会
「
た
ま
て
箱
」。
同
会
発

足
20
周
年
を
記
念
し
て
、
10
月
28
日
か
ら
30
日
ま

で
の
３
日
間
、「
陸
前
高
田
と
京
丹
後
の
絆
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
企
画
。
市
内
高
校
生

た
ち
が
被
災
地
に
向
か
っ
た
。
平
田
会
長
か
ら
の

報
告
を
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
タ
ッ
チ
で
紹
介
す
る
。

　
　
　
　
　
　
♦　
　
♦　
　
♦

【
10
月
28
日
】　
夕
方
６
時
、
暗
く
な
っ
た
京
丹

後
市
役
所
前
。
市
内
の
高
校
生
26
人
、
主
婦
な

ど
女
性
９
人
を
含
む
総
勢
54
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
集
ま
っ
た
。
中
山
市
長
ら
の
激
励
を
受
け

た
後
、
家
族
ら
が
見
守
る
中
、
一
行
を
乗
せ
た
２

台
の
バ
ス
が
岩
手
県
陸
前
高
田
市
に
向
か
っ
て

出
発
し
た
。

【
10
月
29
日
】　
出
発
か
ら
15
時
間
後
の
朝
９
時
、

無
事
に
同
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に

到
着
。
セ
ン
タ
ー
職
員
か
ら
作
業
内
容
の
指
示

を
受
け
て
向
か
っ
た
先
は
、
海
岸
沿
い
か
ら
１
・

５
㌔
地
点
に
あ
る
今い

ま

泉い
ず
み

地
区
。
住
宅
は
、
跡
形

も
な
く
、
残
っ
て
い
る
の
は
散
乱
し
た
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
破
片
な
ど
。
印
鑑
や
診
察
券
な
ど〝
日

常
〟
の
生
活
を
物
語
る
小
物
が
目
に
飛
び
込
む
。

「
こ
の
作
業
は
、
も
は
や
瓦が

礫れ
き

の
撤
去
で
は
な
い
。

生
活
遺
品
の
回
収
だ
」。
参
加
者
は
全
員
、
た
だ

黙
々
と
作
業
を
続
け
た
。
５
時
間
後
、
予
定
の

作
業
が
終
了
。し
か
し
、被
災
の
爪
痕あ

と

は
色
濃
く
、

復
興
へ
の
道
の
り
の
険
し
さ
に
計
り
知
れ
な
い
も

の
を
感
じ
た
。

　

次
に
向
か
っ
た
先
は
、
80
世
帯
が
暮
ら
す
工

業
団
地
内
の
仮
設
住
宅
。
目
の
前
で
多
く
の
人

が
津
波
に
の
ま
れ
て
い
く
光
景
を
語
る
管
理
者

の
話
に
、
高
校
生
た
ち
は
固か

た

唾ず

を
の
ん
で
聞
き

入
っ
た
。

　

仮
設
住
宅
を
後
に
し
、
夕
刻
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
専
用
の
宿
泊
地
で
あ
る
「
住
田
基
地
」
に
到

着
。
寝
床
は
廃
校
と
な
っ
た
小
学
校
の
体
育
館

だ
。気
温
は
６
度
。暖
房
も
な
く
、薄
暗
く
て
寒
々

と
し
た
館
内
だ
。
夕
食
は
、冷
た
く
な
っ
た
弁
当
。

携
帯
電
話
の
充
電
も
ま
ま
な
ら
な
い
。

　

夕
食
後
の
全
員
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、
活
動

の
感
想
や
成
果
を
報
告
。「
機
会
が
あ
れ
ば
、
ま

た
必
ず
参
加
す
る
」と
の
声
が
一
様
に
上
が
っ
た
。

　

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
終
え
、
午
後
10
時
に
消

灯
。「
こ
の
体
育
館
も
避
難
所
だ
っ
た
の
だ
」
―
。

悶も
ん

々も
ん

と
眠
れ
ぬ
夜
を
過
ご
し
た
。

【
10
月
30
日
】　
午
前
５
時
に
起
床
。
１
時
間
後
、

静
か
に
住
田
基
地
を
後
に
し
て
、
市
街
地
の
被

災
現
場
の
視
察
に
向
か
っ
た
。
津
波
で
一
瞬
に
し

て
破
壊
さ
れ
た
名
勝
〝
高
田
松
原
〟
で
バ
ス
を

降
り
、犠
牲
者
に
黙も

く

祷と
う

を
捧
げ
る
。残
さ
れ
た“
奇

跡
の
一
本
松
”
に
復
興
の
願
い
を
込
め
、
全
員
で

「
頑
張
れ
！
頑
張
れ
！
陸
前
高
田
！
」
の
大
声
援

を
送
る
。「
ま
た
来
る
ぞ
！
」
と
誓
っ
た
。

　
バ
ス
に
揺
ら
れ
、
夜
９
時
50
分
、
全
員
無
事

に
京
丹
後
市
役
所
に
到
着
。
参
加
者
は
固
い
握

手
を
交
わ
し
て
解
散
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
の
復
興
に
は
莫
大
な
財
力
と

若
者
の
行
動
力
が
必
要
だ
。
高
校
生
た
ち
が
被

災
現
場
を
実
際
に
見
て
、
触
れ
て
、
知
る
こ
と

こ
そ
が
、
一
日
も
早
い
復
興
の
原
動
力
に
な
る
と

確
信
し
た
。

手洗い・うがい・消毒で風邪を未然に防ぎましょう

20

“
奇
跡
の
一
本
松
”
に

　
　
復
興
の
願
い
を
込
め
て

異業種交流会「たまて箱」

被
災
地
に
市
内
高
校
生
た
ち
を
派
遣

奇跡の一本松の前で拳を突き上げ「頑張れ！陸前高田」と声援を送る高校生たち
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